
基本 水

令和4年度公用車点検修繕（宮崎480た496）

・農業振興により農業所得を向上させ、市の活性化を図る。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 479 479

令

産

和 4年度実績 0 0 0 0 949 949

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指

業

標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

農業関係者や関係機関・団体との協議の場や現場に

所

赴き、各種協議や営農

　

相談、営農指導等を積

　

極的に行った
実　績

。

属

協議の場や現場に積極

を

7

的に赴いたことで、特

6

に大きな苦情等も無か

0

った。また、燃油高騰

5

に伴う厳しい状況下
理

0

　由
にも関わらず、消

0

極的な意見が農家より

農

聞かれなかったため。

業

引き続き、農業関係者

委

や関係機関・団体との

員

連絡調整を図り、事業

振

会

の円滑な運営を図る。

事

今後の取組

務局 会　計 1 一般

興

会計

科　目 05010

し

1 農林水産業費・農業

ま

費・農業委員会費

事　

す

業 030100 農業者

【

年金基金受託事務費(

施

方

共通)

JAとの協力体

針

制を維持し、新規加入

】

推進や待機者の受給手

１

続きをスムーズに行う

農

。

旧制度、新制度とも

業

に待機者が漏れなく年

の

金受給開始となるよう

担

に加入対象者の把握及

い

び名簿の作成・管理を

手

行う。また、経営移譲

策

及

を勧めることにより経

び

営主の若返りや担い手

新

への農地の集積を図る

規

。

事業概要

旧制度、新

就

制度ともに待機者が漏

農

れなく年金受給開始と

者

なるようにサポートす

（

ることで老後生活の安

後

定を図る

期間目標 。

新

継

規加入者を確保するこ

１

者

とにより、農業者年金

含

制度を維持する。

国庫

む

支出金 県支出金 地方債

。

その他 一般財源 事業費

）

計 （千円）

令和 3年

の

度実績 0 0 0 1,41

確

8 0 1,418

令和 

保

4年度実績 0 0 0 952 476 1,428

活動指標名 新規加入者数

－

単位 人

計画 8 計画 8
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 8

実績 8 実績

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令

１

和 5年度計画 0
実績 0 実績

今年度の新規加入者は、県農業会議からの推進目標である8名を達成した。
実　績

農業委員・農地利用最適化推進委員による、若い世代の農業後継者への戸別訪問による加入推進活動の成果と
理

　

　由
考える。

農業委員・農地利用最適化推進委員・農業者年金受給者協議会・JAとの協力体制を維持し、戸別訪問等により
今後の取組

農業者年金への新規加入者を確保する。

農

所　　属 601500 地域整備課（野尻庁舎） 会　計 1 一般会計

科　目 050102 農林水産業

林

費・農業費・農業総務費

事　業 010400 農業総務費(野尻)

・旅費や需用費、郵便料等の一般管理費を計上し、農業振興に伴う様々な事業を実施する。

　

　令和4年度公用車点検修繕（宮崎480つ879）

事業概要 　
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基本 水

2,360 2,360

令和 4年度実績 0 0 0 0 2,354 2,354

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 

産

5年度計画 0
実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

R4年度　野尻地区　認定農業者数：193件（うち個人：135件、法人：30件、共同申請：28件）

業

実　績
　　　　　　　　　　　うち新規：  4件（うち個人：  3件、法人： 1件、共同申請： 0件）

農業経営改善支援指導

所

員の活動を軸に認定農

　

業者を中心とした担い

　

手育成の支援事業を行

属

った。
理　由

農業経営

を

2

改善支援指導員の活動

0

推進を行いながら担い

1

手育成を継続していく

0

。
今後の取組

00 農業振興

振

課 会　計 1 一般会計

科

興

　目 050103 農林

し

水産業費・農業費・農

ま

業振興費

事　業 040

す

100 担い手育成支援

【

事業費(共通)

今の農

施

方

業は、農業経営者の育

針

成、担い手の確保は大

】

きな課題となっている

１

。そのため、関係機関

農

と連携し地域

の実情に

業

応じた事業展開を図る

の

。

事業概要

担い手の育

担

成確保を図るため、各

い

種事業の実施。

期間目

手

標  

国庫支出金 県支出

策

及

金 地方債 その他 一般財

び

源 事業費計 （千円）

令

新

和 3年度実績 0 0 0

規

0 2,342 2,34

就

2

令和 4年度実績 0

農

0 0 0 2,177 2,

者

177

活動指標名 認定

（

農業者数（目標値変更

後

Ｒ５～目標値を上回っ

継

たため） 単位 経営体

計

１

者

画 655 計画 655
令

含

和 3年度 令和 4年

む

度 令和 5年度計画 6

。

90
実績 680 実績 6

）

86

活動指標名 経営体

の

事業実施件数 単位 件

計

確

画 3 計画 3
令和 3年

保

度 令和 4年度 令和 5年度計画 3
実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計

－

画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

更新と同時に新規の認定農業者の確保にも取り組んだ。新型コロナウイルス感染症の影響により、小林市認定
実　績

農業者会では研修等の活動が実施で

１

きなかった。

新型コロナウイルス感染症の影響。経営体事業については、要件が厳しくなっており要望はあるものの採択さ
理　由

れない状況である。

小林市認定農業者会への活動支援。
今後の取組

　

所　　属 601500 地域整備課（野尻庁舎） 会　計 1 一般会計

科　目 05

農

0103 農林水産業費・農業費・農業振興費

事　業 040400 担い手育成支援事業費(野尻)

・農業経営改善支援指導員に関する経費を計上することにより、認定農業者を中心とした担い手や新規就農者

の掘り起こしに必

林

要な事業を実施する。

事業概要

・認定農業者を中心とした担い手を育成することにより、地域の活性化及び農業の振興を図る。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0

18 18
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基本 水産業

所　　属

を

201000 農業振興

振

課 会　計 1 一般会計

科

興

　目 050103 農林

し

水産業費・農業費・農

ま

業振興費

事　業 130

す

100 農業経営の世代

【

交代対策事業費(共通

施

方

)

今後の小林市の農業

針

を支える農業後継者や

】

新規就農者の育成確保

１

を図ることにより、地

農

域農業の振興と集落活

業

動の活性化を図る。

　

の

R4～R6で、①ＳＡ

担

Ｐへの活動助成　②農

い

業次世代人材投資事業

手

及び新規就農者経営発

策

及

展支援事業（国補助）

び

事業概要 　　　　　　

新

③農業後継者支援事業

規

（市単独）④農業人材

就

投資事業（県補助）を

農

行う。

 

新規就農者数

者

について、R4～R6

（

各年度20名ずつの計

後

６０名の確保を目標と

継

する。

期間目標

国庫支

１

者

出金 県支出金 地方債 そ

含

の他 一般財源 事業費計

む

（千円）

令和 3年度

。

実績 0 4,709 0 0

）

8,001 12,71

の

0

令和 4年度実績 0

確

5,181 0 0 12,

保

046 17,227

成果指標名 小林ＳＡＰ会員数 単位 人

計画 15 計

－

画 15
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 15

実績 11 実績 9

成果指標名 新規就農者数 単位 人

計画 20 計画 20
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 20

実績 22 実績 19

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 

１

3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

新規就農者数　19人（後継者12人、新規3人、雇用就農4人）
実　績

親元就農者へ対する支援事業により、農業担い手の確保を図った。
理　由

雇用就農者数が前年度

　

より減少した。

令和5年度中に市単独事業の見直しを検討し、多様な担い手への就農を支援する。
今後の取組

農林
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基本 水

0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

産

計画 0
実績 0 実績

農地基本台帳への農地情報は整備しているが、農地情報公開システムのデータ更新が遅れている。
実　績

農地情報システムから農地情報公開システムへデータ更

所

新する際に必要となる

　

アプリを全国農業会議

業

　

が作成し
理　由

たが、

属

本市のシステムに合う

7

ものではなかったため

6

。

現農地基本台帳シス

0

テムを正確に管理し、

5

農地情報公開システム

0

をデータ更新できるよ

0

う準備を進める。
今後

農

の取組

業

を

委員会事務局 会　計 1

振

一般会計

科　目 050

興

101 農林水産業費・

し

農業費・農業委員会費

ま

事　業 010100 農

す

業委員会行政事務費(

【

共通)

農地法の遵守及

施

方

び農業経営基盤強化促

針

進法による所有権移転

】

や利用権設定の促進の

２

ほか農地中間管理事業

農

を活

用した農地の利用

地

集積を行う。

事業概要

の

農業経営の規模拡大、

集

農地等の集団化、耕作

積

放棄地の発生防止・解

と

消、農業への新規参入

策

耕

への促進を図る。

期間

作

目標

国庫支出金 県支出

放

金 地方債 その他 一般財

棄

源 事業費計 （千円）

令

地

和 3年度実績 0 4,

の

473 0 1,160 1

発

6,719 22,35

生

2

令和 4年度実績 0

防

4,540 0 168 1

止

8,976 23,68

１

4

活動指標名 担い手への農地利用集積面積 単位 ha

計画 3,624 計画 3,804
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 3,904

実績 3,555 実績

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5

－

年度計画 0
実績 0 実績

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績

農地集積面積は計画の3,444㏊を達成した。
実　績

規模拡大を目指す認定農業者等に対してのあっせん活動に

１

よる農地集積と考えられる。
理　由

農業委員・農地利用最適化推進委員による積極的なあっせん活動等の継続。
今後の取組

　

所　　属 760500 農業委員会事務局 会　計 1 一般会計

科　目 050101 農林水産業費・農業費・農業委員会費

事　業 020100 農地調査農地

農

基本台帳整備費(共通)

農業委員会サポートシステムにより現況に基づく最新の農地情報を速やかに反映させる。

事業概要

担い手及び将来の担い手が耕作希望地を確認する際に必要とする様々な情報を正確に管理し、農地中

林

間管理機

期間目標 構に迅速に提供できるようにする。

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 40 0 0 843 883

令和 4年度実績 0 40 0 266 339 645

活動指標名 単位

計画

20 20
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基本 水

進委員」が設けられ令和３年度に改選が行われた。

農業委員　１９人（定数１９人）

事業概要 農地利用最適化推進委員　１９人（定数１９人）

　新体制後の業務が滞りなく行われるようにし、委員の見識を高める。

期間目標

産

　令和８年度に３年に１回の改選により視察研修等を計上予定。

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 0 0

令和 4年度実績 0 3

所

10 0 0 489 799

　

活動指標名 単位

計画 0

業

　

計画 0
令和 3年度 令

属

和 4年度 令和 5年

7

度計画 0
実績 0 実績

活

6

動指標名 単位

計画 0 計

0

画 0
令和 3年度 令和

5

 4年度 令和 5年度

0

計画 0
実績 0 実績

活動

0

指標名 単位

計画 0 計画

農

0
令和 3年度 令和 

業

4年度 令和 5年度計

を

委

画 0
実績 0 実績

新体制

員

の農業委員・農地利用

会

最適化推進委員に係る

事

消耗品の購入、関西方

務

面への先進地視察研修

局

を行った。
実　績

新体

会

制での委員の業務が滞

　

りなく行われるよう執

計

行したもの。
理　由

2

1

年目以降も通常事業の

振

一

範囲内で農業委員・農

般

地利用最適化推進委員

会

の見識向上を図る。
今

計

後の取組

科　目 050

興

101 農林水産業費・

し

農業費・農業委員会費

ま

事　業 040100 機

す

構集積支援事業費(共

【

通)

農地法に基づく、

施

方

農地等の利用調整、利

針

用状況調査、所有者の

】

利用意向調査及び農地

２

台帳の整備等の事業。

農

農

地相談員による農地

地

集積の推進や耕作放棄

の

地発生の防止・解消の

集

活動、新規参入者の相

積

談・支援を行う。また

と

、農地中間管理機構と

策

耕

の連携による各種事業

作

の活用と支援も行う。

放

事業概要

農地の確保や

棄

担い手へ集積・集約化

地

できるよう農地の利用

の

関係の調整、耕作放棄

発

地発生の防止・解消、

生

新規参

期間目標 入の促

防

進を行う。

国庫支出金

止

県支出金 地方債 その他

１

一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 3,269 0 0 5,327 8,596

令和 4年度実績 0 2,307 0 0 6,241 8,548

活動指標名 耕作放棄地解消面積 単位 ㏊

計画 6 計画 10
令和 3年度 令和 4年度

－

令和 5年度計画 10
実績 12 実績

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績

耕作放棄地発

１

生の防止・解消の活動により、今年度は9㏊の解消を図った。
実　績

農業委員・農地利用最適化推進委員による離農者等の所有する農地のあっせん活動や耕作放棄地の発生防止、
理　由

また農地相談員による現地調査や所有

　

者への相談・指導によるものと考える。

農業委員、農地利用最適化推進委員や農地相談員により更なる農地集積の推進や耕作放棄地発生の防止・解消
今後の取組

の活動に努める。

農

所　　属 760500 農業委員会事務局 会　計 1 一般会計

科　目 050101 農林水産業費・

林

農業費・農業委員会費

事　業 060100 農業委員会行政事務費（臨時）(共通)

　農業委員会に関する法律の改正により、平成２８年４月１日から市長が任命する「農業委員」と農業委員会

が委嘱する「農地利用最適化推
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基本 水

向けて、地元の意向を調査しシャッフルも含めた変更手続きとなるよう取

期間目標 組を進め、R4=80ha、R5=100ha、R6=90ha、合計270haの集積を図る。

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

産

事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 6,625 428 7,053

令和 4年度実績 0 3,354 0 4,281 2,749 10,384

成果指標名 農地中間管理機構への集積

所

面積（再配分含む） 単

　

位 ha

計画 100 計画

業

　

80
令和 3年度 令和

属

 4年度 令和 5年度

2

計画 100
実績 93.

0

80 実績 105.70

1

活動指標名 単位

計画 0

0

計画 0
令和 3年度 令

0

和 4年度 令和 5年

0

度計画 0
実績 0 実績 0

農

活動指標名 単位

計画 0

業

計画 0
令和 3年度 令

を

振

和 4年度 令和 5年

興

度計画 0
実績 0 実績 0

課

農地中間管理機構へ1

会

05.7haの集積を

　

行った。
実　績

8地区

計

の再配分については感

1

染症対策を講じた上で

一

書類の作成等を実施し

般

た。また、野尻地区で

会

1地区の新規立
理　由

振

計

ち上げができた。

1地

科

区の再配分と新たに地

　

域計画策定の作業につ

目

いて関係団体・機関と

0

連携し、円滑に進むよ

5

う計画的に取り
今後の

0

取組
組む。

103

興

農林水産業費・農業費

し

・農業振興費

事　業 0

ま

80100 多面的機能

す

支払交付金事業費(共

【

通)

農地維持：交付単

施

方

価例　3千円/10a

針

（田）

資源向上（共同

】

活動）：交付単価例　

２

2.4千円/10a（

農

田）

資源向上（長寿命

地

化）：交付単価例　4

の

.4千円/10a（田

集

）

事業概要 ※全ての活

積

動に取り組む場合：9

と

.2千円/10a（田

策

耕

）

活動組織への推進・

作

指導・・・事業計画の

放

作成指導、書類審査、

棄

交付手続き等

実施状況

地

等の調査・確認・・・

の

確認図面・野帳の作成

発

等を含む現地確認（土

生

地改良事業団体連合会

防

による現地

確認業務委

止

託を含む）、実績報告

１

確認等

農業・農村のもつ多面的機能を支える共同活動を支援する。地域資源（水路、農道等）の質的向上を図る共同

期間目標 活動を支援する。

活動組織への推進・指導を行う。

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業

－

費計 （千円）

令和 3年度実績 0 121,705 0 0 38,607 160,312

令和 4年度実績 0 119,047 0 0 38,441 157,488

成果指標名 継続組織 単位 組織数

計画 29 計画 29
令和 3年度 令和 4

１

年度 令和 5年度計画 29
実績 29 実績 29

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

　

すべての対象組織に対し、交付金交付ができた。
実　績

計画的に交付に向けた作業を行うことができた。
理　由

令和５年度で活動期間が満了する組織が22組織あるため、活動継続に向けて対象農地の精査を実施する。
今後

農

の取組

所　　属 201000 農業振興課 会　計 1

林

一般会計

科　目 050103 農林水産業費・農業費・農業振興費

事　業 110100 農地中間管理事業費(共通)

地域での話し合いにより、担い手へ農地の集積・集約を進める。

事業概要

今年度より本格的に始まる再配分に

22 22

22 事務事業評価書 22



基本 水

の立会による現地確認、実績報告確認等

中山間地域等の条件不利地域と平地とのコスト差（生産費）を支援する。

期間目標 対象集落への推進・指導を行う。

集落協定に位置付けられている実施状況等の調査・確認を行う。

国

産

庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 33,873 0 0 13,935 47,808

令和 4年度実績 0 33,893 0 0 13,814 47

所

,707

活動指標名 継

　

続集落 単位 集落

計画 2

業

　

8 計画 28
令和 3年

属

度 令和 4年度 令和 

6

5年度計画 28
実績 2

0

8 実績 28

活動指標名

1

単位

計画 0 計画 0
令和

5

 3年度 令和 4年度

0

令和 5年度計画 0
実

0

績 0 実績 0

活動指標名

地

単位

計画 0 計画 0
令和

域

 3年度 令和 4年度

を

整

令和 5年度計画 0
実

備

績 0 実績 0

法指定地域

課

（須木・野尻地区）２

（

０集落、県知事特認地

野

域（旧小林地区）８集

尻

落の推進・指導を行っ

庁

た。
実　績

計画どおり

舎

推進・指導できた。
理

）

　由

今後も適正な推進

会

・指導を行う。
今後の

振

　

取組

計 1 一般会計

科　目

興

050103 農林水産

し

業費・農業費・農業振

ま

興費

事　業 11040

す

0 農地中間管理事業費

【

(野尻)

・農地中間管

施

方

理事業の推進に必要な

針

体制の整備を図るため

】

、報酬等の経費を計上

２

する。

事業概要

・農地

農

中間管理事業を活用し

地

農地の集積を図ること

の

により、地域農業の活

集

性化を図る。

期間目標

積

国庫支出金 県支出金 地

と

方債 その他 一般財源 事

策

耕

業費計 （千円）

令和 

作

3年度実績 0 0 0 2,

放

173 1,267 3,

棄

440

令和 4年度実

地

績 0 0 0 2,407 5

の

19 2,926

活動指

発

標名 単位

計画 0 計画 0

生

令和 3年度 令和 4

防

年度 令和 5年度計画

止

0
実績 0 実績 0

活動指

１

標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

農地中間管理事業により、本年度の集積に伴う野尻

－

地区の取り扱い面積は約57㏊となった。
実　績

農地利用集積円滑化団体事業の終了に伴い農地中間管理事業への切替（導入）を図り、集約面積増の結果へつ
理　由

ながった。

既存組織（土地改良区や営農組合など）と連携

１

し、事業推進にあたる。
今後の取組

所　　属 20

　

1000 農業振興課 会　計 1 一般会計

科　目 050103 農林水産業費・農業費・農業振興費

事　業 160100 中山間地域等直接支払事業費(共通)

交付単価例：21千円/10ａ（田/急傾斜）対象活動例：農業生産活

農

動等や多面的機能を増進する活動（8割単価

）集落戦略を作成し、農業生産活動の継続に向けた6～10年後の集落の将来像の明確化・共有を行う（上記に

加え取組むと10割単価）※その他、地域農業の維持・発展に資す

林

る一定の取組に対し一定の加算措置もある（

事業概要 例：超急傾斜地加算　6千円/10a）

対象集落への推進・指導・・・事業計画の作成指導、書類審査、交付手続き等

集落協定の実施状況等の調査・確認・・・農業者等
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基本 水

引き続き、市民が安心して利用できる施設の運営を行う。
今後の取組

所

産

　　属 201000 農

業

業振興課 会　計 1 一般

を

会計

科　目 05010

振

2 農林水産業費・農業

興

費・農業総務費

事　業

し

010100 農業総務

ま

費(共通)

農業振興課

す

の各事業における、消

【

耗品や燃料費、負担金

施

方

等の総務経費の支出。

針

事業概要

R4～R7に

】

かけての農業振興課各

３

事業の円滑な運営を行

農

う。

期間目標

国庫支出

家

金 県支出金 地方債 その

所

他 一般財源 事業費計 （

得

千円）

令和 3年度実

の

績 0 0 0 0 14,41

向

6 14,416

令和 

策

上

4年度実績 0 0 0 0 11,817 11,817

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績

１

0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

農業振興課の事務の円滑な運営を行った。
実　績

幅広い種類の事務等を円滑に実施したため。
理　由

引き続き農業振興課の円滑な運

－

営を行う。
今後の取組

所　　属 201000 農業

１

振興課 会　計 1 一般会計

科　目 050102 農林水産業費・農業費・農業総務費

事　業 030100 農村施設管理運営費(共通)

施設の適切な維持管理を行うため

R5～R7で施設の修繕や、保守点検の実施、光熱費の支出

　

、指定管理委託の実施等を行う。

 

事業概要

市民が安心安全に使用できるよう、施設を適正に管理・運営する。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 1,681 11,

農

147 12,828

令和 4年度実績 0 0 0 1,268 11,676 12,944

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4

林

年度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

市民が安心して利用できる施設の運営を行った。
実　績

施設の適正な維持管理を行った。
理　由
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基本 水

金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 1,651 0 0 0 1,651

令和 4年度実績 0 0 2,480 0 13,603 16,083

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3

所

年度 令和 4年度 令和

産

　

 5年度計画 0
実績 0

　

実績 0

活動指標名 単位

属

計画 0 計画 0
令和 3

6

年度 令和 4年度 令和

0

 5年度計画 0
実績 0

1

実績 0

活動指標名 単位

5

計画 0 計画 0
令和 3

0

年度 令和 4年度 令和

0

 5年度計画 0
実績 0

地

実績 0

自動発酵機の更

業

域

新により、加工作業時

整

の安全性と食品衛生の

備

向上が図られた。
実　

課

績
床改修により利用者

（

の安全が確保された。

野

自動発酵機については

尻

、加工業務の主力製品

庁

である味噌加工の安定

舎

した製造が図られたた

）

め。
理　由

床改修につ

を

会

いては、利用者の安全

　

が確保されたことによ

計

り、今後の利用の活性

1

化が見込めるため。

備

一

品の整備による品質の

般

確保と利用者の安全・

会

利便性の確保による運

計

営改善を図る。
今後の

科

取組

　

振

目 050102 農林水

興

産業費・農業費・農業

し

総務費

事　業 0304

ま

00 農村施設管理運営

す

費(野尻)

・野尻町区

【

内の農村施設（野尻町

施

方

農村環境改善センター

針

、野尻町高齢者活動促

】

進施設、野尻町農村婦

３

人の家）

の環境整備や

農

維持管理運営などを行

家

い、施設利用の活性化

所

と安全な利用推進を図

得

る。

事業概要

・機械器

の

具の整備や、施設の修

向

繕等を行うことにより

策

上

、利用者の活発な活動を推進し、農村婦人グループや高

期間目標 齢者活動の活性化を図る。

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 535 12,372 12,907

令和 4年度

１

実績 0 0 0 349 13,247 13,596

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

－

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

施設の利用者が安全に利活用できるために、保守点検や修繕を実施した。また、指定管理施設に関しては前々
実　績

年度に公募を行い

１

、新たな基本協定書を締結することで施設の適正な管理に努めた。

適切な維持管理を行うことで、施設利用者が安心・安全に利用できるよう行う。
理　由

施設利用者が安心・安全に利用できるよう引き続き適切な維持管理を

　

行う。
今後の取組

所　　属 601500 地域整備

農

課（野尻庁舎） 会　計 1 一般会計

科　目 050102 農林水産業費・農業費・農業総務費

事　業 040400 農村施設管理運営費（臨時）(野尻)

・老朽化した設備の更新や修繕を行い、野尻町高齢者活動促進施設・野尻町

林

農村環境改善センターの活性化を

図り、安全な利用を推進する。

事業概要

・野尻町高齢者活動促進施設・野尻町農村環境改善センターの適切な設備更新を図り、施設の活性化及び利用

期間目標 者の安全を確保する。

国庫支出
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基本 水

庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 130 130

令和 4年度実績 0 0 0 0 130 130

活動指標名 廃プラ回収量 単位 トン

計画 210 計画 210
令和 

所

3年度 令和 4年度 令

産

　

和 5年度計画 210

　

実績 192 実績 189

属

活動指標名 単位

計画 0

2

計画 0
令和 3年度 令

0

和 4年度 令和 5年

1

度計画 0
実績 0 実績 0

0

活動指標名 単位

計画 0

0

計画 0
令和 3年度 令

0

和 4年度 令和 5年

農

度計画 0
実績 0 実績 0

業

業

回収した回数・数量　

振

小林　ビニル　　９回

興

　２３，２００ｋｇ　

課

ポリ　１５回　１０１

会

，３８３ｋｇ　　
実　

　

績
　　　　　　　　　

計

　野尻　ビニル　　９

1

回　２４，１４５ｋｇ

一

　ポリ　１２回　　４

般

０，１２７ｋｇ

近年ビ

を

会

ニルが減少しポリが増

計

加しているのは、施設

科

園芸においてビニルハ

　

ウスでの栽培が減少し

目

、畜産農家の
理　由

W

0

CSの作付けによるロ

5

ール使用が増加したた

0

めと思われる。

回収に

1

関する事務を最小限に

0

するため、生産者に負

振

3

担がかからない範囲で

農

回収回数を減らす。ま

林

た、分別が厳
今後の取

水

組
しくなっているので

産

生産者への適正処理啓

業

発を図る。

費・農業

興

費・農業振興費

事　業

し

010100 畑地かん

ま

がい事業推進費(共通

す

)

西諸地区畑地かんが

【

い事業を推進し、畑か

施

方

んの効果検証のための

針

展示ほの設置、農業生

】

産性の向上及び農業経

３

営の安定のための施設

農

の整備を図る。

事業概

家

要

県営事業の新規事業

所

採択のために地域にお

得

ける推進組織を設立し

の

、早期着工を目指す。

向

期間目標

国庫支出金 県

策

上

支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 0 0

令和 4年度実績 0 0 0 0 4,012 4,012

成果指標名 新規採択希望地区推進会議設立 単位 地区

計画 1 計画 1
令和 3年度 令和 4年度 令和

１

 5年度計画 0
実績 0 実績 0

活動指標名 畑かん営農振興大会開催 単位 回

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 1

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実

－

績 0 実績 0

新規採択希望地区（入佐第2地区）の採択に向けた推進会議を3回実施。令和5年度の採択に向けて協議を行っ
実　績

てきたが仮同意率が80％程度であったため、事業採択を再来年度以降に延期。

畜産農家から

１

の同意取得や土地の未相続にかかる地権者との協議が難航したことが理由となる。
理　由

一部地域のみの採択（未同意者の多い地区を除外）など複数の案を提示しながら地区住民と事業採択に向けた
今後の取組

協議を継続す

　

る。

所　　属 201000 農業振興課 会　計 1 一

農

般会計

科　目 050103 農林水産業費・農業費・農業振興費

事　業 020100 環境保全型農業総合推進事業費(共通)

農業者の代表と市、ＪＡこばやしで構成する小林市農業用廃プラスチック適正処理対策推進協議会が

林

定期的に

実施している廃プラスチック回収に係る事務費や、使用済みの資材の適正処理啓発にかかる費用の一部を助成

する。

事業概要

不法投棄や焼却等の不適正な処理が行われないように適正な分別回収を行う。

期間目標

国

26 26
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基本 水

 4年度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

計画書の作成、現地の確認、実績書類の回収等の事務が滞りなく実施

所

できた。
実　績

課内で

産

　

の協力体制が整ってい

　

ることと情報共有がう

属

まく実施できたため。

2

理　由

国からの交付金

0

が円滑に生産者に交付

1

されるように取り組む

0

。
今後の取組

00 農

業

業振興課 会　計 1 一般

を

会計

科　目 05010

振

3 農林水産業費・農業

興

費・農業振興費

事　業

し

050100 農業制度

ま

資金利子補給事業費(

す

共通)

小林市特別融資

【

制度推進会議（金融部

施

方

会）で承認を受けた農

針

業制度資金について利

】

子補給を行う。

事業概

３

要

小林市特別融資制度

農

推進会議（金融部会）

家

を開催し、無理の無い

所

融資を行う。

期間目標

得

国庫支出金 県支出金 地

の

方債 その他 一般財源 事

向

業費計 （千円）

令和 

策

上

3年度実績 0 153 0 0 840 993

令和 4年度実績 0 105 0 0 792 897

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4

１

年度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

利子補給を行うことにより、農業経営の安定を図った。
実　績

農業者に対する農業制度資金貸付

－

（３資金）について利子補給を行った。
理　由

引き続き、農業経営の安定のため利子補給を行う。
今後の取組

１

所　　属 201000 農業振興課 会　計 1 一般会計

科　目 050103 農林水産業費・農業費・農業振興費

事　業 060100 経営所得安定対策事業費(共通)

経

　

営所得安定対策事業を円滑に進めるため、受付、現地確認、実績受付等の事業を実施する。

　事業を実施する小林市農業再生協議会への補助

　　R4:1,200千円   R5:1,200千円   R6:1,200千

農

円   R7:1,200千円　

事業概要  

 

 

 

小林市農業再生協議会が行う経営所得安定対策の事業活動が円滑に行えるようにする。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実

林

績 0 8,106 0 0 0 8,106

令和 4年度実績 0 8,211 0 0 207 8,418

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和

27 27
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基本 水

081 157,834

活動指標名 生産性向上のための機械等の導入 単位 人（団体）

計画 3 計画 3
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 5

実績 12 実績 23

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年

所

度 令和 4年度 令和 

産

　

5年度計画 0
実績 0 実

　

績 0

活動指標名 単位

計

属

画 0 計画 0
令和 3年

6

度 令和 4年度 令和 

0

5年度計画 0
実績 0 実

1

績 0

生産者の省力化や

5

品質向上に資する農業

0

機械の導入や施設整備

0

に対する補助事業に広

地

く取り組むことができ

業

域

た
実　績

。

各部会との

整

連携や農家のニーズを

備

把握し、県との連携が

課

とれたため。
理　由

ニ

（

ーズの把握に努め、積

野

極的な補助事業活用を

尻

行う。
今後の取組

庁舎）

を

会　計 1 一般会計

科　

振

目 050103 農林水

興

産業費・農業費・農業

し

振興費

事　業 0604

ま

00 経営所得安定対策

す

事業費(野尻)

・経営

【

所得安定対策等交付金

施

方

事業において、転作確

針

認のための図面を作成

】

し、速やかに事業を行

３

う。

事業概要

・地域の

農

作付状況を把握するこ

家

とで、転作の意向や新

所

耕作物検討の基礎資料

得

として活用する。

期間

の

目標

国庫支出金 県支出

向

金 地方債 その他 一般財

策

上

源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 142 142

令和 4年度実績 0 0 0 0 142 142

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和

１

 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

経営所得安定対策等交付金事業において、速やかな現地確認作業の実施や新耕

－

作物検討の基礎資料として活用
実　績

できた。

鮮明で見やすい図面が仕上がったため。
理　由

引き続き当該事業を継続する。
今後の取組

１

所　　属 201000 農業振興課 会　計 1 一般会計

科　目 050103 農林水産業費・農業費・農業振興費

事　業 070100 農産園芸

　

振興対策事業費(共通)

ソフト事業の実施により営農集団の組織力の向上及び生産・加工・流通・販売に関する技術や知識の習得を図

り、ハード事業の実施により省力化・効率化のための機械・施設の整備をすることで、農

農

家の競争力向上を図

る。

事業概要 　R3:野菜予冷庫整備ほか　　R4：マンゴーの選果施設、水稲育苗施設ほか

　R5：ピーマン計量選果機ほか

　R6、R7については国・県の動向と農業者等の要望調査を踏まえ実施を

林

検討する。

　

○農家所得の向上

期間目標 ○農業経営の安定化

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 47,180 0 0 869 48,049

令和 4年度実績 0 156,753 0 0 1,

28 28
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基本 水

進と販路拡大

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 310 310

令和 4年度実績 0 0 0 0 520 520

成果指標名 地域ブランド認定数 単位 品

所

名

計画 10 計画 10
令

産

　

和 3年度 令和 4年

　

度 令和 5年度計画 1

属

0
実績 0 実績 0

活動指

5

標名 単位

計画 0 計画 0

0

令和 3年度 令和 4

1

年度 令和 5年度計画

5

0
実績 0 実績 0

活動指

0

標名 単位

計画 0 計画 0

0

令和 3年度 令和 4

地

年度 令和 5年度計画

業

域

0
実績 0 実績 0

小林市

整

独自のブランディング

備

等を運用するため、協

課

議や情報収集のため、

（

先進地視察研修等の活

須

動を行った。
実　績

コ

木

ロナ禍等の社会情勢の

庁

変容で地域ブランド等

舎

の考え方等が変貌して

）

いることから社会ニー

を

会

ズ等に即したブラ
理　

　

由
ンドディング等を再

計

検討しているため。

引

1

き続きブランディング

一

の手法及びウィズコロ

般

ナに対応した事業展開

会

を図り、事業推進を図

計

る。
今後の取組

科　

振

目 050103 農林水

興

産業費・農業費・農業

し

振興費

事　業 0703

ま

00 農産園芸振興対策

す

事業費(須木)

　須木

【

地区において生産者の

施

方

高齢化や後継者不足が

針

進んでいる。

　そのよ

】

うな状況の中、生産者

３

の労力軽減による意欲

農

向上や品質向上、高齢

家

者対策や生産対策を図

所

る目的とし

て、各種生

得

産団体等へ事業費補助

の

を行う。

事業概要

　須

向

木地区農林産物のブラ

策

上

ンド化、高級化を目指す。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 2,650 0 2,650

令和 4年度実績 0 0 0 2,580 0 2,580

成果指標名 栗生産量 単位 t

計

１

画 65 計画 65
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 65

実績 41 実績 68

成果指標名 ゆず生産量 単位 t

計画 300 計画 300
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 300

実績 267 実績 212

成果指標名 単位

－

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

果樹振興協議会の活動に対する補助、各事業（栗管理作業班活動事業、省力技術対策事業、水稲航空防除事業
実　績

）に対する補助を行った。

協議会

１

としての技術向上や会員間の交流、高齢化による管理不足の低減や労力の軽減、品質の向上による収益
理　由

性の向上等が図られた。

今後も生産技術向上や生産農家戸数の維持、管理不足解消、労力の軽減、剪定技術の継承

　

、品質向上等が図ら
今後の取組

れるよう必要な支援を行っていく。

農

所　　属 201000 農業振興課 会　計 1 一般会計

科　目 050103 農林水産業費・農業費・農業振興費

事　業 120100 フードビジネス推進事業費(共通)

ＪＡこばやし、小林商工会議所、すき商工

林

会、野尻町商工会、市で構成する「小林市フードビジネス推進協議

会」が事業主体となり、6次産業化、農畜産物等の地域ブランドの推進、流通経路の構築に取り組む。

事業概要

6次産業化と農畜産物等の地域ブランドの推

29 29
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基本 水

績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

コロナ禍に

所

て消費動向が変化し、

産

　

農産物の価格にも大き

　

く影響を及ぼした。そ

属

のような中当事業によ

2

る緊急的
実　績

な対策

0

により、農業者の経営

1

維持を支援した。

コロ

0

ナ禍による影響の状況

0

を把握し、必要な対策

0

を適宜適切に取り組む

農

ことができたため。
理

業

業

　由

農産物への影響を

振

注視し、必要となる対

興

策を研究する。
今後の

課

取組

会　計 1 一般

を

会計

科　目 05010

振

3 農林水産業費・農業

興

費・農業振興費

事　業

し

170100 循環型農

ま

業の再構築事業費(共

す

通)

有機栽培や減農薬

【

・減化学肥料栽培等に

施

方

取り組む圃場に対し6

針

,000～14,00

】

0円/10ａを交付す

３

る。

事業概要

環境を重

農

視した栽培に転換し、

家

生物多様性保全に貢献

所

する農業生産活動の実

得

施に伴う追加的コスト

の

を支援する

期間目標 。

向

国庫支出金 県支出金 地

策

上

方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 8,405 0 0 2,801 11,206

令和 4年度実績 0 10,232 0 0 3,411 13,643

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 

１

5年度計画 0
実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

事業要件の変更が

－

あったが制度の説明を行い生産者の事業理解を促すことができた。
実　績

個別の説明により生産者への制度の理解を促したため。
理　由

今後も積極的に推進し、環境にやさしい農業の振興を図る。
今後の取組

１

所　　属 201000 農業振興課 会　計 1 一般会計

科　目 050

　

103 農林水産業費・農業費・農業振興費

事　業 190100 新型コロナウイルス感染症農業支援事業費(共通)

利子補給補助・・・農業者が融資を受ける際に発生する利子を金融機関と市で補給する。

農産物応援消費推進

農

事業費補助・・・学校給食の食材提供やイベント時の地元農産物のＰＲと消費拡大による

生産者の営農継続を支援する。

事業概要

農業者の経営の継続と安定化を目指す

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業

林

費計 （千円）

令和 3年度実績 1,500 1,749 0 1,997 16 5,262

令和 4年度実績 0 2,417 0 3,886 410 6,713

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実
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基本 水

度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

農道・排水路の機能維持と、農地保全等のため国有林を借地した。
実　績

計画どおり国有林の借地を行った。
理　由

引き続き農道・排水路機能維持と農地保全等のた

所

め、借地を継続してい

産

　

く。
今後の取組

　属 201000 農

業

業振興課 会　計 1 一般

を

会計

科　目 05010

振

5 農林水産業費・農業

興

費・農地費

事　業 01

し

0100 県営土地改良

ま

事業負担金(共通)

西

す

諸地区畑地かんがい事

【

業の関連事業である県

施

方

営事業を計画的に実施

針

することにより、農業

】

基盤の整備、農作

業の

３

効率化及び地域の活性

農

化を図る。

事業概要

負

家

担金を納付し、県営事

所

業を円滑に推進する。

得

期間目標

国庫支出金 県

の

支出金 地方債 その他 一

向

般財源 事業費計 （千円

策

上

）

令和 3年度実績 0 0 114,700 65,617 38,831 219,148

令和 4年度実績 0 0 142,200 37,986 74,285 254,471

成果指標名 事業地区数（完了地区含む） 単位 地区

計画 25 計

１

画 27
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 26

実績 25 実績 26

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和

－

 5年度計画 0
実績 0 実績 0

新規採択地区：１地区
実　績

野尻原４期地区について県より新規採択を受けた。
理　由

推進地区の状況を踏まえた上で、計画的に事業を進める。
今後の取組

１

所　　属 601500 地域整備課（野尻庁舎） 会　計 1 一般会計

科　目 050105 農

　

林水産業費・農業費・農地費

事　業 030400 農村整備総務費(野尻)

・国有林野を農道や水路敷地として借用することにより、農地の保全や耕作放棄地の発生を抑止する。

事業概要

・国有林野を農道や水路敷地として借

農

用することにより、農地の保全や耕作放棄地の発生を抑止する。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 396 396

令和 4年度実績 0 0 0 0 180 180

活動指標

林

名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年
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基本 水

5年度計画 0
実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

621円の積み立てを実施した。
実　績

予算の範囲内で積み立てを実施した。
理　由

所

引き続き積み立てを行

産

　

い、集落共同活動の強

　

化につなげる。
今後の

属

取組

201000 農

業

業振興課 会　計 1 一般

を

会計

科　目 05010

振

5 農林水産業費・農業

興

費・農地費

事　業 07

し

0100 土地改良基金

ま

積立事業費(共通)

西

す

諸地区畑地かんがい事

【

業の国営事業である西

施

方

諸二期（幹線水路等）

針

工事が令和元年度に完

】

了し、令和2年度

にお

３

いて、当基金と過疎債

農

を財源に完納（国営西

家

諸二期負担金：1,8

所

14,099,664

得

円）した。

基金残高も

の

減少していることから

向

、事業の進捗状況等も

策

上

踏まえ基金の積立を検討する必要がある。

事業概要  

（令和4年度末の基金残高：2,102,000円）

県営事業の負担金納付や事業推進を行う。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和

１

 3年度実績 0 0 0 4 0 4

令和 4年度実績 0 0 0 1 0 1

活動指標名 基金残高（年度末） 単位 千円

計画 18,000 計画 4
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 4

実績 38,312 実績 2,102

活動指標名 単位

計画

－

0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

基金から36,215千円繰り入れた。
実　績

県営土地改良事業

１

負担金へ充当したため。
理　由

今後も負担金は発生し、数年後には増加することが見込まれるため土地改良事業に備える。
今後の取組

　

所　　属 201000 農業振興課 会　計 1 一般会計

科　目 050105 農林水産業費・農業費・農地費

事　業 080100 ふるさと農村活

農

性化基金積立事業費(共通)

土地改良施設の機能を適正に発揮させるための、集落共同活動の強化を図る。

事業概要

集落共同活動の強化に対する支援事業を行う。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計

林

（千円）

令和 3年度実績 0 0 0 1 0 1

令和 4年度実績 0 0 0 0 1 1

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 
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基本 水

業 100300 農業用施設整備事業費(須木)

　要望に基づき農道・排水路等の修繕・工事を実施する。

事業概要

　土地改良施設の適正な管理を行うことで、農業者の不安を軽減し、農業経営の安定を

所

図る。

期間目標

国庫支

産

　

出金 県支出金 地方債 そ

　

の他 一般財源 事業費計

属

（千円）

令和 3年度

2

実績 0 0 0 3,611

5

0 3,611

令和 4

0

年度実績 0 0 0 3,6

5

53 0 3,653

活動

0

指標名 施設修繕箇所数

0

単位 箇所

計画 4 計画 4

建

令和 3年度 令和 4

業

設

年度 令和 5年度計画

課

4
実績 5 実績 6

活動指

会

標名 農道舗装箇所数 単

　

位 箇所

計画 1 計画 1
令

計

和 3年度 令和 4年

1

度 令和 5年度計画 1

一

実績 0 実績 0

活動指標

般

名 防護柵設置箇所数 単

会

位 箇所

計画 1 計画 0
令

計

和 3年度 令和 4年

を

科

度 令和 5年度計画 0

　

実績 0 実績 0

農業用施

目

設整備事業費(統合前

0

)においては、重機借

5

上８件、生コン支給３

0

件を実施した。
実　績

1

ほぼ計画通り実施する

0

ことができた。
理　由

5

農業生産性の向上を図

農

るため、農道排水路等

振

林

の整備に対し、引き続

水

き、重機の借上げ、原

産

材料等を支給してい
今

業

後の取組
く。

費・農業費・

興

農地費

事　業 1002

し

00 農業用施設整備事

ま

業費(小林)

修繕費と

す

して台風等で発生した

【

農業用施設の土砂の撤

施

方

去や老朽化した施設の

針

修繕。重機借上一式と

】

して重機の

リース料、

３

燃料費、運搬費を市が

農

負担する。

原材料支給

家

事業・・・市が材料（

所

生コン、側溝）等を支

得

給し、受益者が施工を

の

行う。用水路の維持補

向

修材や用

事業概要 水路

策

上

未整備地区に二次製品の材料支給を行う。農業用施設において、受益者が2戸以上存在し、かつ、関係者

の60％以上が65歳以上の農家に実施。

市単独土地改良整備事業・・・水路の改良及び、農道舗装をすることにより

１

、農地被害と農道への土砂堆積の

解消、維持管理費の節減を図る。

農業生産性と農作業の労力削減、維持管理労力の節減。

期間目標 二次製品の材料支給を行い用水路を整備する。

水路改良、農道舗装をすることにより、農産

－

物及び生産資材の輸送の労力節減と維持管理の簡素化を図る。

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 9,500 0 26,222 35,722

令和 4年度実績 0 0 6,083 0 1

１

8,298 24,381

活動指標名 材料支給件数 単位 件

計画 50 計画 50
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 50

実績 53 実績 57

活動指標名 修繕件数 単位 件

計画 20 計画 20
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年

　

度計画 20
実績 16 実績 19

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

材料支給件数については、おおむね目標を達成できた。修繕件数についても、目標をおおむね達成できた

農

。
実　績

広く地域に材料支給を実施することができた。
理　由

今後も、できるだけ多くの範囲の要望者に応えられるよう努力していきたい。
今後の取組

林

所　　属 501500 地域整備課（須木庁舎） 会　計 1 一般会計

科　目 050105 農林水産業費・農業費・農地費

事　
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基本 水

地域経済の向上を図る。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 2,214 2,214

令和 4年度実績 0 0 0 0 2,198 2,198

活動指標

所

名 単位

計画 0 計画 0
令

産

　

和 3年度 令和 4年

　

度 令和 5年度計画 0

属

実績 0 実績 0

活動指標

6

名 単位

計画 0 計画 0
令

0

和 3年度 令和 4年

1

度 令和 5年度計画 0

5

実績 0 実績 0

活動指標

0

名 単位

計画 0 計画 0
令

0

和 3年度 令和 4年

地

度 令和 5年度計画 0

業

域

実績 0 実績 0

大淀川左

整

岸地区の基幹水利施設

備

の適切な維持管理等に

課

より円滑に行われた。

（

基幹水利施設管理事業

野

事務委託料
実　績

にお

尻

いて、一部事業の繰越

庁

があった。

大淀川左岸

舎

地区の内山調整池の除

）

塵設備修繕について、

を

会

部品の納品に不足の日

　

数を要したことから、

計

年度内の
理　由

完了が

1

見込めなかったため、

一

一部繰越となった。 

般

繰越事業については、

会

事業完了後、速やかに

計

代表市町である宮崎市

科

に事務委託料を支払う

　

。引き続き、関係市
今

振

目

後の取組
町・機関と連

0

携を行い、事業を推進

5

する。

0105 農林水

興

産業費・農業費・農地

し

費

事　業 100400

ま

農業用施設整備事業費

す

(野尻)

・農業用施設

【

修繕費　　　　　　　

施

方

　　　　　　　　 　

針

 3,599千円

・重

】

機等使用料、資材費　

３

　　　　　　　　　　

農

 　　 　3,146

家

千円

　優先順位

事業概

所

要 　①陣原地区農道　

得

　L=330.0m　

の

W=5.0m　事業費

向

　　  　5,665

策

上

千円

　②加例谷地区農道　L=118.0m　W=3.0m　事業費　　 　 9,749千円

　③佐土原地区農道　L=170.0m　W=5.0m　事業費　　 　 6,710千円 

・農業生産性の向上と農作業等の

１

労力節減、維持管理労力の節減を図る。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 38,600 7,406 201 46,207

令和 4年度実績 0 0 24,717 6,805

－

3,475 34,997

成果指標名 事業実施箇所数 単位 箇所

計画 40 計画 40
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 40

実績 38 実績 31

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実

１

績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

地元住民の要望により実施できた。
実　績

地元と調整協議を行った。
理　由

地元住民と調整を図っていく。
今後の取組

　

所　　属 601500 地域整備課（野尻庁舎） 会　計

農

1 一般会計

科　目 050105 農林水産業費・農業費・農地費

事　業 110400 大淀川左岸地区関連事業費(野尻)

・「国営大淀川左岸地区事業」により整備された農業水利施設の維持管理のため、関係する3つの市町（

林

宮崎

市・小林市・綾町）が事業主体となり実施する事業のため、宮崎市を代表市町として事務委託をし、事務委託

料等を支出するものである。

事業概要

・事業の実施により、畑かんを通した農業所得の向上や経営の安定化、
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基本 水

目標 拡大を図る。

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 0 0

令和 4年度実績 0 600 0 0 0 600

活動指標名 単位 千円

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和

所

 4年度 令和 5年度

産

　

計画 0
実績 0 実績 0

活

　

動指標名 単位

計画 0 計

属

画 0
令和 3年度 令和

6

 4年度 令和 5年度

0

計画 0
実績 0 実績 0

活

1

動指標名 単位

計画 0 計

5

画 0
令和 3年度 令和

0

 4年度 令和 5年度

0

計画 0
実績 0 実績 0

県

地

の農地集約化促進基盤

業

域

整備事業費補助金を活

整

用し、小規模基盤整備

備

事業を実施。農地に埋

課

没している礫等の
実　

（

績
除去を行い、営農作

野

業の高効率化に寄与し

尻

た。

耕運や収穫作業時

庁

に障害となる礫等を除

舎

去したことにより、ス

）

ムーズな営農作業を実

を

会

施することができたた

　

め
理　由

。

令和5年度

計

においても、地域の経

1

営体を育成し、農業経

一

営の規模拡大を図る。

般

今後の取組

会計

科　

振

目 050105 農林水

興

産業費・農業費・農地

し

費

事　業 120400

ま

土地改良推進事業費(

す

野尻)

・野尻町区域内

【

の土地改良区等や、畑

施

方

地かんがい事業を中心

針

とした、農業農村整備

】

事業推進する委員会に

３

対し

、運営費及び事務

農

費の助成を行なう。

　

家

令和3年度は、紙屋地

所

区3土地改良区が大淀

得

川左岸土地改良区と合

の

併したことにより、減

向

額となった。

事業概要

策

上

・畑地かんがい事業を中心とした、農業農村整備事業を、確実かつ円滑に実施していく。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 1,012 1,012

令和 4年度実

１

績 0 0 0 0 1,006 1,006

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名

－

単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

野尻町農業農村整備事業推進委員会への補助を行い、畑かん事業推進の活動を中心に改良区としての活動推進
実　績

が図られた。

協議、打合せ、

１

会合など円滑な事業推進を実施し、土地改良事業推進委員会補助金の目的を達成することがで
理　由

きた。

引き続き円滑な運営を行い、農業農村整備事業推進を図っていく。
今後の取組

　

所　　属 601500 地域整備課（野尻庁舎） 会　計 1 一般会計

科　目 050105 農

農

林水産業費・農業費・農地費

事　業 170400 県単独土地改良事業費(野尻)

・畑地かんがい受益地において、12種の事業工種を活用し、小規模基盤整備事業を行うことに対する助成事業

を実施。今回は、「除礫、除根

林

」の工種を用いて、農地に埋没している礫等の除去を行い、標準施工費の50％

以内の助成を行う。

事業概要

・地域の中心となる経営体（認定農業者、農業法人、集落営農組織等）を育成するとともに、農業経営の規模

期間
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基本 水

被災額ともに増加した。
理　由

災害の申請、測量委託、査定準備をできるだけ早期かつ計画的に行う。
今後の取組

所

産

　　属 250500 建

業

設課 会　計 1 一般会計

を

科　目 050105 農

振

林水産業費・農業費・

興

農地費

事　業 2101

し

00 農道維持管理費(

ま

共通)

農道台帳の整備

す

及び測量、積算システ

【

ムの整備を進める。

事

施

方

業概要

工事発注のため

針

の測量、積算システム

】

の整備を図る。

期間目

３

標

国庫支出金 県支出金

農

地方債 その他 一般財源

家

事業費計 （千円）

令和

所

 3年度実績 0 0 0 0

得

0 0

令和 4年度実績

の

0 0 0 0 0 0

活動指標

向

名 測量、積算システム

策

上

の整備 単位 式

計画 1 計画 1
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 1

実績 1 実績 1

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和

１

 4年度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

今年度も測量、積算システムを有効に活用することができた。
実　績

長期契約を生かして事務軽減を図り有効に活用することができた。
理　由

今後も適切な契約とシステムの有効活

－

用を図りたい。
今後の取組

所　　属 250500

１

建設課 会　計 1 一般会計

科　目 100101 災害復旧費・農林水産施設災害復旧費・農業用施設災害復旧費

事　業 010100 農地農業用施設災害復旧事業費（補助）(共通)

補助事業の対象となる、被害額が40万円以上

　

の農地、農業用施設災害の原形復旧を行う。

事業概要

崩壊箇所の原形復旧

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 0 0

令和 4年度実績 0 12,270 12,000 5

農

0,866 7,844 82,980

活動指標名 復旧件数 単位 件

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 27 実績 55

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0

林

実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

本年度は、昨年度に比べて台風14号等の影響もあり、大きく災害件数が増加した。
実　績

台風14号等の影響で、災害件数、
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基本 水

所

産

　　属 250500 建

業

設課 会　計 1 一般会計

を

科　目 100101 災

振

害復旧費・農林水産施

興

設災害復旧費・農業用

し

施設災害復旧費

事　業

ま

020100 農地農業

す

用施設災害復旧事業費

【

（単独）(共通)

被害

施

方

額が13万円以上、4

針

0万円以下である農地

】

・農業用施設災害につ

３

いて、原形復旧を行う

農

。

事業概要

農地農業用

家

施設を早急に復旧し、

所

農地・農業用施設の機

得

能回復を図る。

期間目

の

標

国庫支出金 県支出金

向

地方債 その他 一般財源

策

上

事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 4,200 0 1,251 5,451

令和 4年度実績 0 0 1,300 82 645 2,027

活動指標名 復旧件数 単位 件

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績

１

18 実績 19

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

昨年度に比べて、台風14号等

－

の影響もあり、被害件数が増加した。
実　績

台風14号等の影響で被害件数、被災額ともに増加した。
理　由

災害調査、測量発注等を早期に行うことでスムーズな復旧をめざす。
今後の取組

１　農林
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基本 水産

所　　属 2

業

01000 農業振興課

を

会　計 1 一般会計

科　

振

目 050103 農林水

興

産業費・農業費・農業

し

振興費

事　業 0301

ま

00 農産物消費拡大推

す

進事業費(共通)

一般

【

団体・一般市民が食育

施

方

・地産地消イベント等

針

を行う費用の一部を助

】

成する。

事業概要

小林

４

市食育・地産地消推進

地

計画に沿った事業展開

産

を行い、市民と協働で

地

の地産地消や食育の活

消

動に努める。

期間目標

活

国庫支出金 県支出金 地

動

方債 その他 一般財源 事

策

及

業費計 （千円）

令和 

び

3年度実績 0 0 0 0 1

食

4 14

令和 4年度実

育

績 0 0 0 0 400 40

の

0

活動指標名 助成利用

推

件数 単位 件

計画 20 計

進

画 20
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 20

実績 0 実績 1

活動指標名 単位

計画

１

0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

コロナ禍により助成を行うイベント等が開催されず事業のほとん

－

どが未実施となったものの、感染状況が落ち
実　績

着いていた際に、１団体のみ食材の助成を行った。

コロナ禍により、事業対象のイベント等が実施されなかったため。
理　由

イベントなどでの積極的な活用や学校給食への

１

食材提供を実施し、地元食材のＰＲと消費拡大及び小中学生へ
今後の取組

の食育を図る。

　農林
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基本 水

パトロール等を削減する予定ではあるが、駆除班の対応について今後検討する。　　　　　　

事業概要 　　　　　　　　　　　

・農家の生産性を向上させ、農業振興によって町を活性化させる。

期間目標

国庫支出金 県支出金

産

地方債 その他 一般財源

所

事業費計 （千円）

令和

　

 3年度実績 0 288

　

0 0 1,809 2,0

属

97

令和 4年度実績

2

0 600 0 0 1,50

0

0 2,100

活動指標

1

名 単位

計画 0 計画 0
令

0

和 3年度 令和 4年

0

度 令和 5年度計画 0

業

0

実績 0 実績 0

活動指標

農

名 単位

計画 0 計画 0
令

業

和 3年度 令和 4年

振

度 令和 5年度計画 0

興

実績 0 実績 0

活動指標

課

名 単位

計画 0 計画 0
令

会

和 3年度 令和 4年

　

度 令和 5年度計画 0

計

実績 0 実績 0

農作物の

1

被害を最小限に止める

を

一

ことができた。
実　績

般

巡視及び耕作者との情

会

報交換等により被害を

計

最小限に止めることが

科

できた。
理　由

毎年の

　

被害箇所巡視強化及び

目

耕作者との連携強化を

0

図る。
今後の取組

50

振

202 農林水産業費・

興

林業費・林業振興費

事

し

　業 010100 有害

ま

鳥獣対策事業費(共通

す

)

小林市鳥獣被害防止

【

計画に基づき、有害鳥

施

方

獣駆除と侵入防止柵の

針

設置を補助する。

・有

】

害鳥獣駆除班の活動費

５

補助

・有害鳥獣駆除

事

鳥

業概要 ・侵入防止柵の

獣

設置

有害鳥獣駆除、侵

被

入防止柵の設置の推進

害

により被害防止を図る

の

。

期間目標

国庫支出金

拡

県支出金 地方債 その他

策

大

一般財源 事業費計 （千

防

円）

令和 3年度実績

止

0 45,187 0 0 12,895 58,082

令和 4年度実績 0 25,744 0 0 12,610 38,354

成果指標名 有害捕獲頭数 単位 頭羽

計画 4,785 計画 4,895
令

１

和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 5,696
実績 5,894 実績 6,034

成果指標名 侵入防護柵の設置延長 単位 m

計画 30,800 計画 21,965
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 21,965

実績

－

38,588 実績 8,445

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

駆除捕獲頭数は4,022頭であった（アナグマなどの小獣も含む）。その他、鳥類が2,012羽で、

１

合計6,034頭羽
実　績

となる。防護柵については、8,445ｍ設置した。

前年度と比較し、イノシシは増加したもののシカが減少した。
理　由

防護柵については、国県補助金減少に伴い8,445ｍの設置となった。

　

引き続き、捕獲の促進と防護柵の設置により、農作物への被害の減少に努める。
今後の取組

農

所　　属 601500 地域整備課（野尻庁舎） 会　計 1 一般会計

科　目 050202 農林水産業費・林業費・林業振興費

事　業 010400 有害鳥獣対策事業費(野尻)

・有害鳥獣

林

による農作物への被害が多発し、農業経営への影響が大変大きくなっているため、これらの被害を

軽減するための資材の提供や、駆除班による巡視・被害調査のための事業を実施する。また、駆除次第では、

足くくりわなや
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基本 水

に関する事務を円滑に行った。
実　績

各種手続きを円滑に執行した。
理　由

円滑な事務を行う。
今後の取組

産業

所　　属 201000

を

農業振興課 会　計 1 一

振

般会計

科　目 0502

興

01 農林水産業費・林

し

業費・林業総務費

事　

ま

業 010100 林業管

す

理費(共通)

宮崎県緑

【

化推進機構をはじめと

施

方

する県内の林業関係団

針

体の運営活動費を負担

】

する。

また、みどりの

６

少年団や林業従事者の

森

就労条件整備を行うこ

林

とにより、林業の振興

の

を図る。

事業概要

県内

適

各種団体と連携しなが

正

ら各種施策を円滑に実

な

行する。

期間目標

国庫

策

管

支出金 県支出金 地方債

理

その他 一般財源 事業費

と

計 （千円）

令和 3年

環

度実績 0 921 0 23

境

,963 2,835 2

保

7,719

令和 4年

全

度実績 0 1,198 0

機

86,178 △68,

能

467 18,909

成

の

果指標名 林業巡回特殊

１

維

健康診断受診者数 単位

持

人

計画 70 計画 90
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 90

実績 85 実績 91

成果指標名 就労条件等整備補助対象人数 単位 人

計画 20 計画 20
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 20

－

実績 16 実績 15

成果指標名 みどりの少年団員数 単位 人

計画 50 計画 52
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 53

実績 47 実績 39

林業に係る事務を円滑に実施した。
実　績

各種事業を円滑に執行できたため。
理　

１

由

円滑な事業実施のため、引き続き事務に取り組む。
今後の取組

　

所　　属 501500 地域整備課（須木庁舎） 会　計 1 一般会計

科　目 050201 農林水産業費・林業費・林業総務費

事　業 010300 林業管理費(須木)

　森林の適正な管理を行う。

事業概要

　森林の

農

適正な管理を行う。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 146 146

令和 4年度実績 0 0 0 818 119 937

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 

林

4年度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

林業
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基本 水

績 12

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

令和４年度に森林航空レーザ測量を実

産

施した。
実　績

市内森林の資源量調査を実施するため。
理　由

資源量調査の実績を基に、適切な伐採、再造林を推進し、市内森林の環境整備等を実施していく。
今後の取組

業

所　　属 601500

を

地域整備課（野尻庁舎

振

） 会　計 1 一般会計

科

興

　目 050201 農林

し

水産業費・林業費・林

ま

業総務費

事　業 010

す

400 林業管理費(野

【

尻)

・野尻町三ケ野山

施

方

地区にある土然ヶ丘遊

針

歩道他1件の借上料　

】

A=0.29ha

事業

６

概要

・ウォーキング等

森

での利用で、健康で心

林

豊かな人づくりに貢献

の

する。

期間目標

国庫支

適

出金 県支出金 地方債 そ

正

の他 一般財源 事業費計

な

（千円）

令和 3年度

策

管

実績 0 0 0 0 8 8

令和

理

 4年度実績 0 0 0 0

と

8 8

活動指標名 単位

計

環

画 0 計画 0
令和 3年

境

度 令和 4年度 令和 

保

5年度計画 0
実績 0 実

全

績 0

活動指標名 単位

計

機

画 0 計画 0
令和 3年

能

度 令和 4年度 令和 

の

5年度計画 0
実績 0 実

１

維

績 0

活動指標名 単位

計

持

画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

市民等の遊歩道活用が図られた。
実　績

市民等の利用により、森林環境景観の理解及び健康増進に活用が図られた。
理　由

市民等

－

が安全に利用できる遊歩道管理を行う。
今後の取組

１

所　　属 201000 農業振興課 会　計 1 一般会計

科　目 050201 農林水産業費・林業費・林業総務費

事　業 030100 森林環境譲与税基金積立事業費(共通)

国から市町村へ譲与される森林環境税については、間

　

伐や人材育成、担い手の確保、木材利用の促進や普及啓

発等の森林整備及びその促進に関する費用に資することとなっており、後年度において計画的に事業を実施し

ていくため、小林市森林環境譲与税基金に積立を行う。

事

農

業概要 　【積立予定額】R4：56,136千円　R5：56,135千円　R6：68,893千円

森林整備事業等に基金を活用するため譲与税を基金に積み立てる。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事

林

業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 1 41,671 41,672

令和 4年度実績 0 0 0 1 56,136 56,137

成果指標名 事業実施件数 単位 件

計画 2 計画 5
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 6

実績 5 実

41 41
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基本 水

和 4年度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

計画していた面積の防除を行った。
実　績

松が枯れる原因となる線虫を媒介する松くい虫

産

を、適期に防除することができた。
理　由

防除を適正に実施し、防除効果を高めるため、引き続き無人ヘリによる防除を実施する。
今後の取組

業

所　　属 201000

を

農業振興課 会　計 1 一

振

般会計

科　目 0502

興

01 農林水産業費・林

し

業費・林業総務費

事　

ま

業 040100 森林基

す

金積立事業費(共通)

【

（１）基金の主な財源

施

方

　・市が保有する山林

針

の土地の上に存する立

】

木の売払収入

　・基金

６

の目的に対し指定寄附

森

された寄附金

事業概要

林

（２）積立金の主な使

の

途

　・市内民有林の適

適

正な管理等

森林整備等

正

に基金を活用するため

な

に積み立てる。

期間目

策

管

標

国庫支出金 県支出金

理

地方債 その他 一般財源

と

事業費計 （千円）

令和

環

 3年度実績 0 0 0 0

境

0 0

令和 4年度実績

保

0 0 0 205 4,96

全

0 5,165

活動指標

機

名 市有林施業面積 単位

能

㏊

計画 0 計画 0
令和 

の

3年度 令和 4年度 令

１

維

和 5年度計画 5
実績

持

0 実績 15

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

市が有する

－

森林を適切に伐採することで得た収益を積み立てるため、森林基金条例を制定した。
実　績

計画的な施業を実施することで森林の環境保全を行うとともに、木材の売払いによる収入を積み立てるため。
理　由

長期的な市有林

１

の伐採計画を策定し、森林の有効活用を推進する。
今後の取組

　

所　　属 501500 地域整備課（須木庁舎） 会　計 1 一般会計

科　目 050202 農林水産業費・林業費・林業振興費

事　業 020300 松くい虫防除事業費(須木)

　松くい虫の被害を受ける恐れがある樹

農

木に対し、防除のための薬剤散布を行う。

事業概要

　適切な防除作業により、枯れ松のない健全な松林を確保する。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 999 0 0 0 99

林

9

令和 4年度実績 0 1,100 0 0 0 1,100

活動指標名 松くい虫防除面積 単位 ha

計画 10 計画 10
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 10

実績 8.50 実績 10

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令

42 42
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基本 水

28

活動指標名 かるかや森林下刈り延べ面積 単位 ha

計画 14 計画 14
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 8.84

実績 12.20 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

産

実績 0 実績 0

計画していた延べ11.2haの下刈りを実施した。
実　績

年2回の下刈りにより、森林環境の保全、森林機能の発揮が図られた。
理　由

継続して下刈りを実施し、森林環境の保全及び森林機能の発揮と、これ

業

所

らの森林が観光地周辺

　

であるため、須
今後の

　

取組
木地区の観光への

属

貢献も図る。

250500

を

建設課 会　計 1 一般会

振

計

科　目 050202

興

農林水産業費・林業費

し

・林業振興費

事　業 0

ま

30100 林道維持管

す

理費(共通)

台風等に

【

よって林道に流出した

施

方

土砂の撤去や老朽化し

針

た施設の修繕の実施や

】

、受益者が施工する事

６

業への原材

料（生コン

森

）の支給を行う。

事業

林

概要

既設施設の修繕、

の

維持管理及び原材料支

適

給による既設舗装箇所

正

のコンクリート舗装化

な

を進める。

期間目標

国

策

管

庫支出金 県支出金 地方

理

債 その他 一般財源 事業

と

費計 （千円）

令和 3

環

年度実績 0 0 0 0 11

境

,660 11,660

保

令和 4年度実績 0 0

全

0 0 10,856 10

機

,856

活動指標名 修

能

繕件数 単位 件

計画 20

の

計画 20
令和 3年度

１

維

令和 4年度 令和 5

持

年度計画 20
実績 15 実績 15

活動指標名 材料支給件数 単位 件

計画 2 計画 2
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 2

実績 4 実績 2

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5

－

年度計画 0
実績 0 実績 0

林道維持管理事業については、例年と同じ修繕件数であった。
実　績

台風14号等により、修繕箇所が多かった。
理　由

林道パトロールを行い、修繕箇所の早期復旧を実施していく。
今後の取組

１

所　　属 501500 地域整備課（須木庁舎） 会　計

　

1 一般会計

科　目 050202 農林水産業費・林業費・林業振興費

事　業 040300 環境緑化事業費(須木)

　小野湖周辺の生活環境保全林及びかるかや森林の下刈りを行う。

　小中学校卒業予定者を対象に植樹祭を実施

農

する。

事業概要

　森林の多面的機能を発揮する。

期間目標 　森林に対する意識の向上や郷土愛育成に貢献する。

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 50 0 3,476 50 3,57

林

6

令和 4年度実績 0 100 0 1,639 100 1,839

活動指標名 生活環境保全林下刈り延べ面積 単位 ha

計画 13.40 計画 13.40
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 6.86

実績 11.70 実績 11.

43 43
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基本 水

0 9,230

令和 4年度実績 0 1,523 7,300 0 433 9,256

活動指標名 年度内工事完成件数 単位 件

計画 3 計画 2
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 2

実績 3 実績 2

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 

産

3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

小林地区と須木地区において、生コン舗装を実施した。
実　績

本年度から、２箇

業

所

所の林道改良を行った

　

。
理　由

今後も同程度

　

の林道改良を行い、継

属

続して舗装整備を行う

2

。
今後の取組

01000

を

農業振興課 会　計 1 一

振

般会計

科　目 0502

興

02 農林水産業費・林

し

業費・林業振興費

事　

ま

業 080100 特用林

す

産物振興対策事業費(

【

共通)

きりしま照葉研

施

方

究会、小林椎茸部会が

針

実施する基盤整備、施

】

設整備等に要する費用

６

の一部を助成する。

・

森

R5年度

〇きりしま照

林

葉研究会

事業概要 　事

の

業費　324,885

適

円　補助額　216,

正

590円（2/3以上

な

）

〇小林椎茸部会

　事

策

管

業費　540,000

理

円　補助額　360,

と

000円（2/3以上

環

）

生産基盤支援を図り

境

、生産意欲の高い生産

保

者を育成する。

期間目

全

標

国庫支出金 県支出金

機

地方債 その他 一般財源

能

事業費計 （千円）

令和

の

 3年度実績 0 691

１

維

0 0 693 1,384

持

令和 4年度実績 0 94 0 0 95 189

活動指標名 植菌数 単位 千個

計画 450 計画 450
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 450

実績 481 実績 349

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3

－

年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

高齢化による担い手不足で生産量が減少しているため、施設整備等に要する費用の

１

一部を助成した。
実　績

生産量の拡大等を図るため。
理　由

 

計画的に生産基盤整備の支援を行い、特用林産物の普及を図る。
今後の取組

　

所　　属 250500 建設課 会　計 1 一般会計

科　目 050202 農林水産業費・林業費・林業振興費

事　業 090100 県単林道網

農

総合整備事業費(共通)

　林道の舗装を行う。舗装優先箇所は、既設舗装の続き、多雨風や大雨で、路面状況が悪化しやすい箇所を舗

装することで、通行及び作業の効率化を図る。

境谷線　　R4＝（0.205）ｋｍ

事業

林

概要 楠谷線　　R4＝（0.200）ｋｍ

未舗装箇所を舗装することで、通行及び作業の効率化を図る。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 1,720 7,000 0 51

44 44
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基本 水

4

成果指標名 勧請岡公園草刈作業実施面積 単位

計画 25,000 計画 25,000
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 24,241

実績 24,241 実績 24,241

成果指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和

産

 4年度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

市有林維持管理作業の委託や、勧請岡市民の森公園の草刈作業の委託を行った。
実　績

市有林内の森林作業道を適切に管理するとともに、倒木等を除去することで健全な市有林を維

業

所

持するため。
理　由

引

　

き続き森林作業道の管

　

理や倒木等を除去を行

属

う。
今後の取組

201000

を

農業振興課 会　計 1 一

振

般会計

科　目 0502

興

02 農林水産業費・林

し

業費・林業振興費

事　

ま

業 120100 森林整

す

備促進事業費(共通)

【

○高性能林業機械導入

施

方

費補助

【事業費】

事業

針

費の1/2以内　予算

】

の範囲内

事業概要 ○再

６

造林推進事業費補助

【

森

事業費】

森林環境保全

林

直接支援事業の国・県

の

事業を差し引いた個人

適

負担のうち、全体事業

正

費の10％以内で上乗

な

せ助成

林業事業者を支

策

管

援することで森林環境

理

整備及び保全管理を適

と

正に行う。

期間目標

国

環

庫支出金 県支出金 地方

境

債 その他 一般財源 事業

保

費計 （千円）

令和 3

全

年度実績 0 0 0 0 0 0

機

令和 4年度実績 0 0

能

0 0 4,053 4,0

の

53

活動指標名 高性能

１

維

林業機械導入事業所 単

持

位 件

計画 0 計画 1
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 3

実績 0 実績 1

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和

－

 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

高性能林業機械を導入することで、林業担い手の確保に努める。
実　績

林業担い手の不足を解消し、市内森林の再造林率向上を目指す。
理　由

高性能林業機械の導入を

１

促進し林業担い手の確保に務め、再造林率の向上を図る。
今後の取組

　

所　　属 201000 農業振興課 会　計 1 一般会計

科　目 050203 農林水産業費・林業費・造林事業費

事　業 010100 市有林維持管理費(共通)

　市有林の定期的な巡回や境界の除草、倒木の処

農

理や作業道の補修等を行うことで適切に維持管理するととも

に、森林保険に加入することで自然災害や林野火災に備える。

事業概要

○ 市有林の適切な維持管理

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （

林

千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 5,325 5,325

令和 4年度実績 0 0 0 278 6,195 6,473

成果指標名 市有林巡視実施回数 単位 日/月

計画 4 計画 4
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 4

実績 4 実績

45 45
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基本 水

0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

本年度は台風14号等の影響により、工事実施件数が増加した。
実　績

産

台風14号の影響により、例年に比べて、工事実施件数、被災額ともに増加した。
理　由

災害査定に確実に間に合うように調査、測量を早期に実施していく。
今後の取組

業

所　　属 201000

を

農業振興課 会　計 1 一

振

般会計

科　目 0502

興

03 農林水産業費・林

し

業費・造林事業費

事　

ま

業 020100 市有林

す

保育事業費(共通)

市

【

有林全域(分収林含む

施

方

)において、植栽・下

針

刈・間伐等の適切な施

】

業を行うことで、資源

６

循環型の森林づくり

を

森

目指す。

事業概要

民有

林

林の手本となるような

の

施業を推進する。

期間

適

目標 充実する森林資源

正

を活用するとともに、

な

再造林対策をしっかり

策

管

と行い、資源循環型の

理

森林をつくる。

国庫支

と

出金 県支出金 地方債 そ

環

の他 一般財源 事業費計

境

（千円）

令和 3年度

保

実績 0 0 0 2,322

全

6,064 8,386

機

令和 4年度実績 0 0

能

0 1,739 6,70

の

9 8,448

成果指標

１

維

名 植栽面積 単位 ha

計

持

画 2 計画 0.22
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0.60

実績 0.05 実績 0

成果指標名 間伐面積 単位 ha

計画 25 計画 25
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 20

実績 24 実績

－

26.05

成果指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

適宜必要な施業を行うことができた。
実　績

他の森林所有者の手本となる森林づくりのため、適宜必要な施業を実施した。

１

理　由

適宜必要な施業を行い、他の森林所有者の手本となる森林をつくる。
今後の取組

　

所　　属 250500 建設課 会　計 1 一般会計

科　目 100102 災害復旧費・農林水産施設災害復旧費・林業施設災害復旧費

事　業 010100 林道災害復旧事業費(共通)

市が管理

農

する林道が台風や豪雨により自然災害が発生した際の被災箇所の復旧。

事業概要

林業関係者が安全で効率的な作業及び通行ができるよう早期復旧を図る。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

林

令和 3年度実績 0 0 0 0 0 0

令和 4年度実績 0 0 1,600 0 6,161 7,761

活動指標名 工事実施件数 単位 件数

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 4

活動指標名 単位

計画 0 計画
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基本 水産

所　　属 201

業

000 農業振興課 会　

を

計 1 一般会計

科　目 0

振

50301 農林水産業

興

費・水産業費・水産業

し

振興費

事　業 0101

ま

00 水産業振興対策事

す

業費(共通)

漁業協同

【

組合が行う稚魚放流事

施

方

業費の一部を助成する

針

。

事業概要

内水面水産

】

資源の維持管理のため

７

放流事業の助成を実施

養

する。

期間目標

国庫支

殖

出金 県支出金 地方債 そ

業

の他 一般財源 事業費計

者

（千円）

令和 3年度

へ

実績 0 0 0 0 870 8

の

70

令和 4年度実績

策

持

0 0 0 0 870 870

続

活動指標名 放流回数（

化

小高野） 単位 回

計画 6

支

0 計画 60
令和 3年

援

度 令和 4年度 令和 5年度計画 60
実績 64 実績 50

活動指標名 放流回数（須木） 単位 回

計画 15 計画 15
令和 3年度 令和 4年

１

度 令和 5年度計画 15
実績 7 実績 6

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

稚魚等放流や河川巡視により水産資源保全、ひいては自然環境保全への意識啓発が図られた。
実

－

　績

各漁協が予算の範囲内で、放流を行っているため。
理　由

引き続き水産資源保全及び自然環境保全の意識啓発のための事業を推進する。
今後の取組

１　農林

47 47

47 事務事業評価書 47



基本 業

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

会計年度任用職員の雇用により、畜産農家と

所

の連絡調整が図られた

　

。
実　績

予防注射・巡

　

回指導等により職員が

属

庁舎を留守にすること

を

2

が多いが、会計年度任

0

用職員の雇用により留

1

守中の
理　由

電話応対

5

、緊急時の連絡がスム

0

ーズに行えた。

畜産農

0

家との連絡調整を図る

畜

ため、引き続き実施し

産

ていく。
今後の取組

課 会

振

　計 1 一般会計

科　目

興

050104 農林水産

し

業費・農業費・畜産業

ま

費

事　業 010100

す

畜産総務費(共通)

畜

【

産課の諸経費を総括的

方

に管理し効率的な執行

針

を行う。

事業概要

総括

施

】

的な畜産振興を図るこ

１

とにより、畜産農家の

肉

経営安定、また消費者

用

に安心で安全な畜産物

牛

の供給を行う。

期間目

の

標

国庫支出金 県支出金

振

地方債 その他 一般財源

興

事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 455 455

令和 4

策

年度実績 0 0 0 0 3,214 3,214

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動

１

指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

農家戸数の減少は避けられない情勢ではあるが、飼養頭数に関してはおおむね維持できた。コロナ禍ではあっ
実　績

たものの感染防止対策

－

を行った上で畜産振興につながる事業を展開できた。

各畜種ごとに選任する担当が農家との関わりを密にし、信頼を得るように努力している。ＪＡ等関係機関とも
理　由

連携し、農家指導も行っており、経営の安定に貢献で

２

きている。

今後も職員全員で業務の効率化を図ったうえで職場環境の構築を進めていく。
今後の取組

　

所　　属 501500 地域整備課（須木庁舎） 会　計 1 一般会計

科　目 050104 農林水産業費・農業費・畜産業費

事　業 010300 畜産総務費(須木)

　須木地区畜

畜

産に係る諸経費の管理・執行を行う。

事業概要

　須木地区の畜産振興と畜産農家の経営安定を図る。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 2,615 2,615

令和

産

 4年度実績 0 0 0 0 2,461 2,461

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0
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基本 業

債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 4,024 4,024

令和 4年度実績 0 0 0 0 3,662 3,662

所

活動指標名 振興会加入

　

率 単位 ％

計画 99 計画

　

99
令和 3年度 令和

属

 4年度 令和 5年度

を

6

計画 99
実績 99 実績

0

99

活動指標名 単位

計

1

画 0 計画 0
令和 3年

5

度 令和 4年度 令和 

0

5年度計画 0
実績 0 実

0

績 0

活動指標名 単位

計

地

画 0 計画 0
令和 3年

域

度 令和 4年度 令和 

整

5年度計画 0
実績 0 実

備

績 0

畜産振興会連合会

振

課

を中心に畜産の振興が

（

大いに図られた。コロ

野

ナ禍ではあるが宮崎牛

尻

・県産牛乳の消費拡大

庁

運
実　績

動や防疫対策

舎

資材の配布等を畜産振

）

興大会等で配付・実施

会

した。連合会加入率は

　

前年並みとなった。

状

計

況を考慮し、時機をと

興

1

らえた取組を実行し、

一

組織強化を図ることが

般

できた。
理　由

防疫活

会

動や消費拡大運動は地

計

域を挙げた取組が極め

科

て重要であり、情報の

　

共有を図る上でも、振

目

興会への加入
今後の取

0

組
が望まれる。引き続

5

き、加入推進を進める

し

0

。

104 農林水産業費

ま

・農業費・畜産業費

事

す

　業 010400 畜産

【

総務費(野尻)

・品評

方

会の開催や畜産振興に

針

伴う経費を計上し、様

施

】

々な事業を実施する。

１

事業概要

・野尻町区内

肉

の畜産振興を図る。

期

用

間目標

国庫支出金 県支

牛

出金 地方債 その他 一般

の

財源 事業費計 （千円）

振

令和 3年度実績 0 0

興

0 0 2,520 2,520

令和 4年度実績 0 0 0 0 2,380 2

策

,380

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 

１

3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

農家戸数が減少するなか、野尻町総合畜産共進会や品評会への出品頭数の維持に努めることができた。その他
実　績

、防疫を含む畜産行事を実施することで、家畜感染症

－

対策や畜産農家の技術向上に寄与することができた。

年間を通して全ての郡品評会で野尻地区の出品牛のいずれかが優等賞に入賞したことにより、飼養意欲につな
理　由

がった。また、家畜感染症も発生しなかったため。

J

２

Aの技術員と協力し、巡回・指導などを行うことにより、引き続き品評会・共進会への出品を促すとともに、
今後の取組

家畜感染症対策の徹底を促す。

　

所　　属 201500 畜産課 会　計 1 一般会計

科　目 050104 農林水産業費・農業費・畜産業費

事　業 030100

畜

畜産振興会運営事業費(共通)

市内９地区の畜産振興会及び各６部会（和牛・肥育・酪農・養豚・養鶏・農用馬）、女性部が一つになり畜産

の振興を進める。畜産振興会連合会が主体となり、各種補助事業にも積極的に市品

産

評会、馬頭観世音祭及び総

合畜産共進会、研修会等を実施する。

事業概要

畜産農家の経営指標となる家畜の改良・増殖・防疫等の事業が推進されることにより、畜産農家に大きく貢献

期間目標 する。

国庫支出金 県支出金 地方
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基本 業

費(共通)

　和牛ヘルパー組合の運営を補助することにより、高齢農家及び婦女子の営農継続に寄与すると伴に本市の畜

産振興が図ら

所

れる。

事業概要

　高齢

　

農家及び婦女子の労力

　

を負担し、安心して営

属

農を継続できる体制を

を

2

維持するためヘルパー

0

組合に対する

期間目標

1

サポートを行う。また

5

、第12回全共鹿児島

0

大会に向けて積極的な

0

出品に関わるほか、出

畜

品者への支援体制も構

産

築していくこととする

課

。

国庫支出金 県支出金

会

地方債 その他 一般財源

振

　

事業費計 （千円）

令和

計

 3年度実績 0 0 0 0

1

1,000 1,000

一

令和 4年度実績 0 0

般

0 0 1,000 1,0

会

00

成果指標名 利用頭

計

数 単位 頭

計画 800 計

科

画 800
令和 3年度

　

令和 4年度 令和 5

目

年度計画 800
実績 9

興

0

30 実績 821

活動指

5

標名 単位

計画 0 計画 0

0

令和 3年度 令和 4

1

年度 令和 5年度計画

0

0
実績 0 実績 0

活動指

4

標名 単位

計画 0 計画 0

農

令和 3年度 令和 4

林

年度 令和 5年度計画

水

0
実績 0 実績 0

利用件

産

数　630件、利用頭

し

業

数　821頭
実　績

高

費

齢化・後継者不足等に

・

よる離農が進みヘルパ

農

ー組合を利用する農家

業

戸数は減ってはいるも

費

のの、運搬業務を
理　

・

由
利用する農家は増加

畜

傾向にある。

和牛生産

産

農家の高齢化が進む中

業

で、安心して営農が継

ま

費

続でき、飼養頭数が減

事

少しないよう、運搬業

　

務、飼養管
今後の取組

業

理のヘルパー業務の充

0

実を図る。引き続き、

4

ヘルパーに従事できる

0

新たな組合員の募集を

1

積極的に行う。

00

す

県畜産共進会事業費(

【

共通)

令和４年10月

方

に第12回全国和牛能

針

力共進会鹿児島大会が

施

】

開催されることなどか

１

ら、令和４年度の宮崎

肉

県畜産共

進会種畜部門

用

は開催されない。令和

牛

４年度は第11回宮崎

の

県肉畜共進会が（株）

振

ミヤチク高崎工場で開

興

催され、

肉牛・肉豚枝肉の質量を競うもので宮崎県が誇るブランド

策

品の更なる向上を目指すものである。

事業概要 本事業では出品の推進と支援を行うことで市内畜産農家の技術力の向上が図られる。

家畜の改良・増殖を奨励し、本市の畜産振興に寄与する。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方

１

債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 707 707

令和 4年度実績 0 0 0 0 374 374

成果指標名 出品頭数（肉牛枝肉の部） 単位 頭

計画 20 計画 22
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画

－

20
実績 21 実績 18

成果指標名 出品頭数（肉豚枝肉の部） 単位 頭

計画 3 計画 3
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 3

実績 1 実績 1

成果指標名 出品頭数（和牛・乳牛） 単位 頭

計画 18 計画 8
令和 3年度 令和 4年

２

度 令和 5年度計画 18
実績 11 実績 6

肉牛枝肉の部　15,000円×18頭　肉豚枝肉の部　10,000円×1セット　県畜産共進会市町村負担　49,000円
実　績

九州管内系統和牛枝肉共励会　15,000円

　

×3頭

第11回宮崎県肉畜共進会枝肉の部開催において肉牛18頭、肉豚1セットが出品された。これら出品財に対する
理　由

報償費及び共進会実施による各市町村負担によるもの。

令和5年は第64回宮崎県畜産共進会が

畜

種畜の部は小林地域家畜市場において、肉牛枝肉・肉豚枝肉の部は（株
今後の取組

）ミヤチク高崎工場にて開催される予定。

産

所　　属 201500 畜産課 会　計 1 一般会計

科　目 050104 農林水産業費・農業費・畜産業費

事　業 060100 和牛ヘルパー組合運営事業
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基本 業

属 201500 畜産課 会　計 1 一般会計

科　目 050104 農林水産業費・農業費・畜産業費

事　業 080100 優良肉用雌牛購入資

所

金貸付事業費(共通)

　

　年１２回開催される

　

子牛セリ市において購

属

入資金貸付（前年度実

を

2

績）令和３年度貸付頭

0

数１３０頭

年度毎借換

1

予定（３０～０３年度

5

）

30年度　１２７頭

0

　　　　８７，９３２

0

，０００円

事業概要 0

畜

1年度　１２３頭　　

産

　　８８，６６０，０

課

００円

02年度　２２

会

７頭　　　１５３，９

振

　

５０，０００円

03年

計

度　１３０頭　　　　

1

８９，０２０，０００

一

円

購買者が全国より優

般

良雌子牛を求めて訪れ

会

るが市内に確実に保留

計

することにより的確な

科

母牛更新による繁殖基

　

期間目標 盤の強化と牛

目

伝染性リンパ腫（ＢＬ

興

0

）対策とした地域清浄

5

化の推進を図る。

国庫

0

支出金 県支出金 地方債

1

その他 一般財源 事業費

0

計 （千円）

令和 3年

4

度実績 0 0 0 455,

農

959 1 455,96

林

0

令和 4年度実績 0

水

0 0 456,686 0

産

456,686

成果指

し

業

標名 貸付頭数 単位 頭

計

費

画 130 計画 130
令

・

和 3年度 令和 4年

農

度 令和 5年度計画 1

業

50
実績 130 実績 1

費

43

活動指標名 単位

計

・

画 0 計画 0
令和 3年

畜

度 令和 4年度 令和 

産

5年度計画 0
実績 0 実

業

績 0

活動指標名 単位

計

ま

費

画 0 計画 0
令和 3年

事

度 令和 4年度 令和 

　

5年度計画 0
実績 0 実

業

績 0

令和４年度貸付実

0

績　143頭　貸付額

7

89,790,000

0

円　（借換額367,

1

106,000円）
実

0

　績

燃油・資材価格や

0

配合飼料価格の高騰に

す

受

より子牛価格下落、母

精

牛更新対策が懸念され

卵

たものの、無利子であ

移

る
理　由

貸付金を有効

植

活用することで優良雌

事

牛の市内保留、更新を

業

行い繁殖基盤の維持が

費

図られた。

購買者が優

(

良雌子牛を求めて全国

共

から訪れている。無利

【

通

子である貸付金を有効

)

活用し、市内に確実に

小

保留する
今後の取組

こ

林

とで母牛更新を行い、

受

引き続き繁殖基盤の強

精

化と飼養頭数の維持を

卵

図る。

移植推

方

進協議会が行う、受精

針

卵の採卵・移植事業に

施

】

要する経費の一部を助

１

成する。小林受精卵移

肉

植

推進協議会について

用

は、令和2年度から令

牛

和4年度にかけては、

の

和牛ドナー（供卵牛）

振

を毎年10頭運用し、

興

延べ

16回以上／年の採卵を行い、需要が増加している和牛受精卵

策

の安定供給に努める。また、JA所有牛および一般

事業概要 農家所有牛の採卵についても延べ40回／年行い、地域の家畜改良速度の向上を図る。更に、農家所有の優良牛

を３頭／年借受け採卵を行い、増加する移植要望に

１

応える体制を整える。

計画的に採卵を実施し、受精卵の安定供給を図るとともに、農家の要望に応じた受精卵移植を実施する。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0

－

1,400 1,400

令和 4年度実績 0 0 0 0 1,400 1,400

活動指標名 採卵頭数 単位 頭

計画 45 計画 30
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 30

実績 18 実績 18

活動指標名 移植頭数 単位 頭

計画 200 計

２

画 130
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 130

実績 93 実績 65

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

採卵頭数は計画より12頭減の18頭、移植頭数は計画

　

より65頭少ない65頭であった。
実　績

採卵については、個人農家が開業獣医師での採卵にシフトし協議会での採卵が減少した。移植については、受
理　由

精卵産子の市場評価が高く受精卵需要の引き合いが強いものの、

畜

農家の要望に応えることが難しかった。

今年度は運用面から協議会ドナー牛を販売、所有するドナー牛を減らした。しかし、依然として受精卵移植需
今後の取組

要は高く、引き続き受精卵の需要が高いため、農家所有牛を借

産

りて採卵するなど受精卵の確保に努める。

所　　
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基本 業

する低利資金の融資を円滑にするため、当該資金に利子

補給を行なう。

事業概要

借入金利の利子補給制度により経営の強化と農家の所

所

得確保を図る。

期間目

　

標

国庫支出金 県支出金

　

地方債 その他 一般財源

属

事業費計 （千円）

令和

を

2

 3年度実績 0 584

0

0 0 124 708

令和

1

 4年度実績 0 540

5

0 0 116 656

成果

0

指標名 利子補給対象者

0

数 単位 人

計画 24 計画

畜

22
令和 3年度 令和

産

 4年度 令和 5年度

課

計画 22
実績 22 実績

会

20

活動指標名 単位

計

振

　

画 0 計画 0
令和 3年

計

度 令和 4年度 令和 

1

5年度計画 0
実績 0 実

一

績 0

活動指標名 単位

計

般

画 0 計画 0
令和 3年

会

度 令和 4年度 令和 

計

5年度計画 0
実績 0 実

科

績 0

大家畜経営改善1

　

4,234円、経営維

目

持緊242,001円

興

0

、大家畜特別241,

5

352円、経営改善緊

0

158,324円
実　

1

績

本年度予定したとお

0

りの利子補給額。
理　

4

由

今後も借入金利の利

農

子補給制度により経営

林

の強化と農家の所得確

水

保を図り、酪農及び肉

産

用牛生産・肥育経営の

し

業

今後の取組
強化を行う

費

。

・農業費・畜産業

ま

費

事　業 090100

す

肉用肥育素牛購入資金

【

貸付事業費(共通)

肉

方

用肥育経営規模の維持

針

及び拡大と優良な肉牛

施

】

生産を意欲的に取り組

１

む農家に対し、小林地

肉

域家畜市場で年１

２回

用

開催される子牛競り市

牛

で競り落とされた子牛

の

を無利子で貸し付ける

振

。

事業概要

肉用肥育素

興

牛の購入資金を貸し付け、規模拡大と肉質の向上、更には地域内一

策

貫体制の維持を図る。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 581,542 0 581,542

令和 4年度実績 0 0 0 598,969 0 598,969

成果指標名 貸付

１

頭数（累計） 単位 頭

計画 550 計画 550
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 550

実績 900 実績 866

成果指標名 販売頭数 単位 頭

計画 3,500 計画 3,500
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 3,

－

500
実績 4,011 実績 4,224

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

令和2年度貸付　 268頭　199,972,000円　令和3年度貸付　275頭　198

２

,997,000円
実　績

令和4年度貸付　 323頭　200,000,000円

子牛価格は下がったものの配合飼料価格等の高騰、枝肉相場の低迷により、肥育経営は厳しい状況にある。無
理　由

利子である当該貸付金

　

を有効活用することで肥育農家の飼養規模維持が図られた。

新型コロナや円安等の影響により枝肉相場が低迷し、肥育農家の経営にも大きな影響が出た。肥育農家と繁殖
今後の取組

農家の所得確保につなげるためにも無利子

畜

である貸付事業は必要不可欠なものである。

所　

産

　属 201500 畜産課 会　計 1 一般会計

科　目 050104 農林水産業費・農業費・畜産業費

事　業 120100 大家畜経営改善支援資金特別融通助成事業費(共通)

畜産経営者に対し融資機関が行なう借入金の償還に要
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基本 業

（牛伝染性リンパ腫）に感染した場合、と場での検査によって枝肉が全廃棄される可

能性があり、肥育農家は大きな経済損失を被る。

所

と場でのBLによる廃

　

棄数は年々増加傾向に

　

あり令和３年以降

も増

属

えることが考えられる

を

2

。枝肉全廃棄になった

0

牛の肥育期間に応じた

1

飼料費の一部を補てん

5

することにより

事業概

0

要 経営の安定が図られ

0

る。西諸畜連子牛セリ

畜

市での導入牛に対し、

産

上限３０万円。

肉用牛

課

のＢＬ廃棄による損失

会

を軽減し、持続可能な

振

　

畜産基盤を維持しいく

計

ために肉用牛肥育農家

1

の経営規模維

期間目標

一

持を図る。

国庫支出金

般

県支出金 地方債 その他

会

一般財源 事業費計 （千

計

円）

令和 3年度実績

科

0 0 0 0 2,220 2

　

,220

令和 4年度

目

実績 0 0 0 0 1,18

興

0

6 1,186

活動指標

5

名 BL（牛伝染性リン

0

パ腫）発症牛でと畜後

1

の全廃棄頭数 単位 頭

計

0

画 15 計画 12
令和 

4

3年度 令和 4年度 令

農

和 5年度計画 10
実

林

績 9 実績 3

活動指標名

水

単位

計画 0 計画 0
令和

産

 3年度 令和 4年度

し

業

令和 5年度計画 0
実

費

績 0 実績 0

活動指標名

・

単位

計画 0 計画 0
令和

農

 3年度 令和 4年度

業

令和 5年度計画 0
実

費

績 0 実績 0

補助対象頭

・

数　3頭
実　績

BL廃

畜

棄による肥育農家への

産

損失を軽減し、持続可

業

能な畜産基盤を維持し

ま

費

ていくための肥育農家

事

の経営規模維持
理　由

　

が図れた。

BL陽性率

業

の推移次第では、さら

1

に厳しい肥育経営が見

3

込まれる。今後も持続

0

してBL対策を実施し

1

、BLによる廃
今後の

0

取組
棄になった肥育農

0

家への経営支援を行っ

す

肉

ていく。

用牛振興対策事業費

【

(共通)

　年１２回開

方

催される子牛セリ市に

針

おいて郡品評会優良牛

施

】

を市内に保留するため

１

に、郡品評会牛を子牛

肉

セリ市

で導入もしくは

用

自家保留する市内農家

牛

に対して、補助を行う

の

。

　補助額は１頭あた

振

り｢優等賞｣と｢壱等

興

賞｣に３０，０００円、さらに鹿児島県で開催される第12回全国

策

和牛能

事業概要 力共進会の出品対策も含めて、出品条件に掲げられる項目をクリアした牛に対して２０，０００円の上乗せ補

助を行う。

　市内農家に郡品評会優良牛の自家保留および導入を促し、市外への流出を防ぐ。

期間

１

目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 10,177 10,177

令和 4年度実績 0 0 0 0 6,712 6,712

成果指標名 優良牛の市内保留頭数 単位 頭

計画 200 計画

－

200
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 220

実績 205 実績 189

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年

２

度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

優等54頭×50,000円＝2,700,000円　壱等（全共資格クリア）15頭×50,000円＝750,000円
実　績

壱等（全共資格なし）120頭×30,000円＝3,

　

600,000円

郡品評会に出品された優良牛の導入及び自家保留に対し補助を行うことで、市内農家の優良牛導入を促すこと
理　由

ができたものの、計画に達することができなかった。

今後も郡品評会出品牛に対し補助を

畜

行い、市内農家に自家保留及び導入を促し、市外へ優良牛の流出を防ぐ。
今後の取組

産

所　　属 201500 畜産課 会　計 1 一般会計

科　目 050104 農林水産業費・農業費・畜産業費

事　業 170100 肉用牛振興対策事業費（臨時）(共通)

肉用肥育経営においてBL
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基本 業

牛を輩出するためにも、市、ＪＡと連携して様

々な面から積極的に支援を図る必要がある。

■全共出品対策報償費

事業概要 ■普通旅費

所

■優良繁殖雌牛導入対

　

策資金利子補給補助

本

　

市からより多くの出品

属

枠を勝ち取る。

期間目

を

2

標

国庫支出金 県支出金

0

地方債 その他 一般財源

1

事業費計 （千円）

令和

5

 3年度実績 0 0 0 0

0

160 160

令和 4

0

年度実績 0 0 0 0 6,

畜

889 6,889

成果

産

指標名 出品頭数（種牛

課

） 単位 頭

計画 8 計画 8

会

令和 3年度 令和 4

振

　

年度 令和 5年度計画

計

0
実績 7 実績 3

成果指

1

標名 出品頭数（枝肉）

一

単位 頭

計画 0 計画 3
令

般

和 3年度 令和 4年

会

度 令和 5年度計画 0

計

実績 0 実績 3

活動指標

科

名 単位

計画 0 計画 0
令

　

和 3年度 令和 4年

目

度 令和 5年度計画 0

興

0

実績 0 実績 0

本市から

5

宮崎県代表牛として出

0

品された頭数：種牛の

1

部　2頭、肉牛の部　

0

3頭、特別区　1頭
実

4

　績

第12回全国和牛

農

能力共進会において新

林

設された第７区脂肪の

水

質評価群で４大会連続

産

内閣総理大臣賞を獲得

し

業

した
理　由

。受賞者の

費

一人に市内の農家も居

・

り、今後小林産宮崎牛

農

の美味しさ日本一を全

業

国にPRすることがで

費

きる。

令和９年に北海

・

道で開催される第13

畜

回全国和牛能力共進会

産

に向けて、宮崎牛の生

業

産拠点の一つである小

ま

費

林市の
今後の取組

地位

事

を確たるものにするた

　

めにも引き続き農家へ

業

の支援を図っていくこ

2

ととする。

50100

す

新型コロナウイルス感

【

染症畜産支援事業費(

方

共通)

　飼料や燃料等

針

の物価高騰による畜産

施

】

経営への影響を軽減す

１

るため、市内畜産農家

肉

および市内に本拠を有

用

する

法人に対し、給付

牛

金（基本＋飼養頭羽数

の

に応じた加算）を支給

振

し、畜産経営を支援す

興

る。

　繁殖雌牛の導入または自家保留に対する一部助成を行うこと

策

で、市場の活性化を図る。母牛群の改良・更新

事業概要 を進め、地域内母牛の市場性の向上を図るとともに、繁殖農家の経営を支援する。

　７セリ（６，７，８，９，10，11，12月）×56頭×25,000円＝9,

１

800千円

畜産農家の経営維持支援

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 0 0

令和 4年度実績 94,657 0 0 0 0 94,657

活動指標名 繁殖雌牛導入頭数 単位

－

頭

計画 0 計画 392
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 368

活動指標名 支援対象農家 単位 件

計画 0 計画 883
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 731

活動指標名 単位

計画 0 計

２

画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

繁殖農家導入支援緊急対策事業費補助　対象頭数 368頭　9,200千円
実　績

畜産物等燃油・配合飼料高騰対策臨時給付金　対象件数 731戸　85

　

,457千円

西諸管内２市町や関係機関等と連携しながら、必要な支援対策を講じた。また繁殖雌牛導入支援を実施したこ
理　由

とにより、繁殖基盤の強化が図られた。

引き続き情勢等を鑑みながら、関係機関等と連携して

畜

必要な支援対策を講じていくこととする。
今後の取組

産

所　　属 201500 畜産課 会　計 1 一般会計

科　目 050104 農林水産業費・農業費・畜産業費

事　業 260100 全国和牛能力共進会事業費(共通)

4大会連続の日本一を目指すとともに本市からより多くの出品
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基本 業

備を実施する。

事業概要

嗜好性の高い粗飼料確保の安定的な生産のため、草地の再整備を実施する。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方

所

債 その他 一般財源 事業

　

費計 （千円）

令和 3

　

年度実績 0 0 0 0 0 0

属

令和 4年度実績 0 0

を

2

0 0 866 866

活動

0

指標名 単位

計画 0 計画

1

0
令和 3年度 令和 

5

4年度 令和 5年度計

0

画 0
実績 0 実績 0

活動

0

指標名 単位

計画 0 計画

畜

0
令和 3年度 令和 

産

4年度 令和 5年度計

課

画 0
実績 0 実績 0

活動

会

指標名 単位

計画 0 計画

振

　

0
令和 3年度 令和 

計

4年度 令和 5年度計

1

画 0
実績 0 実績 0

水道

一

メーター移設、草地の

般

一部再整備を実施。
実

会

　績

漏水に伴う水道メ

計

ーターの移設、委託に

科

よる草地の整備を実施

　

した。委託事業につい

目

ては、整備規模の縮小

興

0

に
理　由

より費用の減

5

額となった。

指定管理

0

者と連携し、市営牧場

1

の適正な管理に勤める

0

。
今後の取組

6 農林水産

し

業費・農業費・牧場管

ま

理費

事　業 01010

す

0 牧場管理運営事業費

【

(共通)

指定管理者に

方

よる運営。畜産農家の

針

労働負担の軽減や肉用

施

】

子牛の増頭及び生産性

１

の向上のために、預託

肉

牛の発

情監視や繁殖障

用

害牛の治療又は授精等

牛

の繁殖総合管理を実施

の

する。

事業概要

市営牧

振

場の施設を最大限に活

興

用した効率的な管理運営が行われる状態。

期間目標

国庫支出金 県支

策

出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 3,000 3,000

令和 4年度実績 0 0 0 0 3,000 3,000

活動指標名 農家延頭数（目標値の変更） 単位 頭

計画 40,150 計画 40,00

１

0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 35,000

実績 33,387 実績 37,398

活動指標名 ＪＡ事業延頭数 単位 頭

計画 65,700 計画 70,000
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 70,000

－

実績 90,866 実績 92,622

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

昨年度と比較し、延べ約4,000頭農家預託頭数が増加。併せてJA事業も増加し、全体で延べ

２

約5,800頭の増加。
実　績

自前農場の牛房不足による継続預かりや農家の疾病等による所有牛の一時預かりのほか、JA事業を通し頭数維
理　由

持に向けた取組ができた。

市営牧場は、畜産基地として重要な位置づけに

　

あり、引き続きＢＬ対策の取組を実施する。防疫意識を更に高
今後の取組

めながら施設管理を行っていく。

畜

所　　属 201500 畜産課 会　計 1 一般会計

科　目 050106 農林水産業費・農業費・牧場管理費

事　業 020100 牧場管理運営事業費（臨時）(共通)

採草

産

地については、平成18年度から3か年で整備したが、長年の雨による表土の浸食や給仕に不向きな雑草が

繁茂しており、自給粗飼料の確保が難しくなっている。

嗜好性の高い粗飼料確保の安定的な生産のため、草地の再整
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基本 業

所　　属 2

を

01500 畜産課 会　

振

計 1 一般会計

科　目 0

興

50104 農林水産業

し

費・農業費・畜産業費

ま

事　業 050100 酪

す

農振興対策事業費(共

【

通)

　酪農家にとって

方

搾乳牛確保は必要不可

針

欠であるが、その効率

施

】

的な作出と育成は大き

２

な費用と労力を要する

酪

。

　令和2年度から令

農

和4年度にかけては、

の

優良乳用牛♀判別精液

振

300本／年を導入し

興

、酪農公社等育成牧場への

預託も年間60頭行い、効率的な後継牛確保に努める。また、

策

乳用牛改良のために年間３回程度開催される各種

事業概要 品評会等についても出席し、出品者への総合的支援を行う。

優良乳用牛♀判別精液300本／年を導入し、酪農公社等育成牧場への預託も年間60頭行い、効率的な

１

後継牛確

期間目標 保に努める。また、乳用牛改良のために年間３回程度開催される各種品評会等についても出席し、出品者への

総合的支援を行う。

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実

－

績 0 1,041 0 0 3,123 4,164

令和 4年度実績 0 866 0 0 2,949 3,815

成果指標名 育成牛の預託 単位 頭

計画 60 計画 60
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 60

実績 57 実績 85

成果指標名

２

雌雄判別精液購入数 単位 本

計画 300 計画 300
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 300

実績 426 実績 412

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

育成牛の預

　

託　育成牛48頭×365日×補助金100円以内/日≒1,731,500円 
実　績

雌雄判別精液数　412本×平均約7,663円/本×1/2以内≒1,000,000円

酪農公社の乳用牛預託育成機能を活用する

畜

ことにより、初妊牛の増頭が図られた。
理　由

効率的な後継牛作出を行うことで、牛群改良と生乳生産基盤の強化が図られた。

乳価下落や生産資材、配合飼料価格の高騰などにより酪農経営は依然として危機的状況にさらさ

産

れているため
今後の取組

、今後も引き続き必要な支援対策を積極的に行う。
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基本 業

所　

を

　属 201500 畜産

振

課 会　計 1 一般会計

科

興

　目 050104 農林

し

水産業費・農業費・畜

ま

産業費

事　業 2101

す

00 畜産競争力強化整

【

備事業費(共通)

　畜

方

産クラスター協議会に

針

所属する地域の中心的

施

】

な経営体が実施する、

３

規模拡大、飼養管理作

養

業の省力化、バ

イオセ

豚

キュリティ能力の向上

・

等に資する施設・設備

養

の整備費および家畜の

鶏

導入に要する経費の一

の

部を助成し、

地域の畜

振

産の収益力向上を図る

興

。

事業概要 　小林市養

策

豚クラスター協議会については、収益性の高い養豚経営実現のためバイオセキュリティ能力の高い

養豚一貫施設の合計12棟（9,974.97㎡）と家畜排せつ物処理施設等を整備する。

　西諸県地域肉用鶏クラスター協

１

議会については、バイオセキュリティ能力の高いウインドウレス鶏舎の新設

、合計4棟（6,152.08㎡）を整備する。

地域の中心的な経営体が実施する規模拡大や作業の効率化等を支援し、その効果を市内の畜産農家

－

全体に波及

期間目標 させることで、畜産販売額の増大を図る。

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 0 0

令和 4年度実績 0 200,998 0 0 0 200,998

成果指標名

２

新規畜舎件数 単位 件

計画 3 計画 2
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 2

実績 3 実績 1

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年

　

度 令和 4年度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

西諸県地域肉用鶏クラスター協議会についてはウインドウレス鶏舎を合計4棟（6,152.08㎡）を新設した。
実　績

小林市養豚クラスター協議会についてはコロナ等の

畜

影響もあり令和５年度に事故繰越しした。

様々な疾病に対する防疫能力の高い畜舎を整備することで、地域における生産基盤の強化が図られた。また養
理　由

豚クラスターにおいては、コロナの影響による人員不足等で工期

産

延長となり、事故繰越しとなった。

高病原性鳥インフルエンザや豚熱等の各種疾病が国内で蔓延する中でも、国の事業を活用し地域の生産体制を
今後の取組

今後も強化していく。
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基本 業

所　　

を

属 201500 畜産課

振

会　計 1 一般会計

科　

興

目 050104 農林水

し

産業費・農業費・畜産

ま

業費

事　業 02010

す

0 家畜衛生対策事業費

【

(共通)

各種ワクチン

方

接種の推進や薬剤配布

針

により、家畜の疾病予

施

】

防及び伝染病の発生防

４

止、畜産農家の防疫意

家

識の向

上を図るととも

畜

に、これらに係る経費

防

の一部助成を実施する

疫

ことで、畜産経営の安

の

定が見込まれる。また

強

、小

林市自衛防疫推進

化

協議会を事業実施主体とし、市内畜産農家を

策

対象に西諸県地域ヘルパー組合の委託により巡

事業概要 回消毒業務を実施する。

市自衛防疫推進協議会などと連携・協力し、畜産農家への各衛生対策事業を実施する。また、畜産農家の防疫

期間目標 レベルの向上のための情

１

報提供や指導を随時実施し畜産農家の防疫意識の向上及び万が一に備えた取り組み強

化を行なう。

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 12 0 1,651 7,238 8,901

令和

－

 4年度実績 0 37 0 2,516 6,838 9,391

活動指標名 巡回消毒件数 単位 件

計画 2,500 計画 2,500
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 2,500

実績 2,671 実績 2,380

活動指標名 薬剤配

２

布戸数 単位 戸

計画 950 計画 950
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 900

実績 892 実績 883

活動指標名 ワクチン（異常産予防）接種頭数 単位 頭

計画 8,000 計画 8,000
令和 3年度 令和 4年度 令和

　

 5年度計画 8,000
実績 6,744 実績 4,467

令和4年度巡回農家延べ戸数2,380件
実　績

高齢化や担い手不足に伴う農家戸数の減少により利用農家は減っているものの、農家の家畜防疫に対する意識
理　由

の

畜

向上により巡回消毒件数はリピート、固定化している。

海外では依然として家畜疾病が蔓延しており、国内でもいつ発生するかわからない状況である。これらの疾病
今後の取組

を地域内に侵入させないためにも、引き続き巡

産

回消毒事業を通じた地域内防疫活動は必要不可欠である。
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基本 業

について熟知した指定管理者による管理運営を行い、家畜排せつ物の

期間目標 適正な堆肥化処理を実施する。また、経年劣化による修繕も増えており、計画

所

的な修繕を実施する。

　

国庫支出金 県支出金 地

　

方債 その他 一般財源 事

を

属

業費計 （千円）

令和 

2

3年度実績 0 0 0 0 1

0

3,141 13,14

1

1

令和 4年度実績 0

5

0 0 0 9,781 9,

0

781

成果指標名 原料

0

受入量 単位 ｔ

計画 9,

畜

500 計画 9,500

産

令和 3年度 令和 4

課

年度 令和 5年度計画

振

会

9,000
実績 8,3

　

35 実績 7,133

成

計

果指標名 施設修繕 単位

1

箇所

計画 3 計画 2
令和

一

 3年度 令和 4年度

般

令和 5年度計画 2
実

会

績 3 実績 3

活動指標名

計

単位

計画 0 計画 0
令和

科

 3年度 令和 4年度

　

令和 5年度計画 0
実

興

目

績 0 実績 0

メタン発酵

0

施設分を含めた畜産排

5

せつ物及び家畜以外原

0

料の受入量はは昨年度

1

と比較して約1000

0

ｔ（△13％）
実　績

4

の減少であった。

新型

農

コロナウイルスの影響

林

等もあり、残さや鶏糞

水

の受入量も減少したた

し

産

め。また、昨年度に引

業

き続いて汚泥の
理　由

費

受入れ調整を行ったた

・

め。

突発的な故障があ

農

り施設の計画的な修繕

業

が課題となっている。

費

引き続き修繕について

・

は関係各課とも協議し

畜

な
今後の取組

がら行う

産

。

ま

業費

事　業 10010

す

0 広域畜産環境施設整

【

備運営資金貸付事業費

方

(共通)

小林市広域畜

針

産環境施設整備運営資

施

】

金貸付事業要綱に基づ

５

き資金貸付を実施する

環

。貸付金の元金償還を

境

行う。

事業概要

廃棄物

保

の適正な処理及び生産

全

・利用体制の整備のた

の

め、有限会社小林堆肥

推

センターに対して施設

進

運営に必要な

期間目標 資金の貸付を実施する

策

。

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 51,000 0 51,000

令和 4年度実績 0 0 0 48,000 0 48,000

成果指標名 償還金額 単位 千円

計画 3,000 計画 3,

１

000
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 3,000

実績 3,000 実績 3,000

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年

－

度 令和 4年度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

3,000千円の償還がなされた。
実　績

毎年度3,000千円の元金償還が実施されており、今年度も同額の償還がなされたため。
理　由

引き続き施設運営に必要な資金の

２

貸し付けを行いつつ、確実に償還の履行を実施するため指導していく。
今後の取組

　

所　　属 201500 畜産課 会　計 1 一般会計

科　目 050104 農林水産業費・農業費・畜産業費

事　業 110100 バイオマスセンター管理運営事業費(共通)

家畜から発生する糞尿は

畜

、家畜排せつ物法の規定により適正な処理を行う必要がある。しかし、糞尿処理を自

力対応できない農家もおり、その受け皿として「小林市バイオマスセンター」が整備された。

また、平成17年度からは、市内全家庭の生

産

ゴミの堆肥化を実施している。

事業概要 なお、平成27年度に認定された「小林市バイオマス産業都市構想」の中核を担う施設であり、資源循環型社会

の形成に大きく貢献している。

廃棄物のみならず、施設及び設備の構造
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基本 業

の他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 0 0

令和 4年度実績 0 0 3,020 0 △3,020 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度

所

令和 4年度 令和 5

　

年度計画 0
実績 0 実績

　

0

活動指標名 単位

計画

を

属

0 計画 0
令和 3年度

6

令和 4年度 令和 5

0

年度計画 0
実績 0 実績

1

0

活動指標名 単位

計画

5

0 計画 0
令和 3年度

0

令和 4年度 令和 5

0

年度計画 0
実績 0 実績

地

0

年度内に4tダンプ

域

の納車ができず、繰越

整

事業となった。
実　績

振

備

車両の納品に不測の日

課

数を要したことから、

（

年度内の完了が見込め

野

なかったため。
理　由

尻

令和5年度において、

庁

速やかに4tダンプを

舎

納車する。また、令和

）

5年度はトラックスケ

会

ールの更新を予定して

　

お
今後の取組

り、速や

興

計

かに事業完了を目指す

1

。その後も引き続き車

一

両・機械等の更新によ

般

り、作業の効率化を図

会

る。

計

科　目 0

し

50104 農林水産業

ま

費・農業費・畜産業費

す

事　業 150400 野

【

尻有機センター管理事

方

業費(野尻)

・野尻町

針

有機センターの適正な

施

】

維持管理を図るため指

５

定管理者を定め、施設

環

や各種機械、車両等の

境

修繕、更新

を適切に行

保

い、施設が安全かつス

全

ムーズに稼働するよう

の

事業を実施する。令和

推

4年度については、ホ

進

イルロー

ダーやフォークリフトの特定自主検

策

査やハウスマニア修繕、粒度選別設備のベルトコンベアー修繕を計画して

事業概要 いる。

・施設の適切な管理・運営を行うことにより、畜産環境の保全を推進する。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費

１

計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 1,500 21,729 23,229

令和 4年度実績 0 0 0 1,500 20,370 21,870

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績

－

0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

指定管理者である㈱野尻アグリサービスと

２

連携し、運営に影響のないように施設・機械器具・車両等の修繕を
実　績

行い、維持管理に努めた。

特段大きな事故も無く、管理・運営できたため。
理　由

施設や機械、車両等の維持管理・運営を適切に行うことにより、畜

　

産業環境の保全と良質な堆肥の製造・供給
今後の取組

を行う。

畜

所　　属 601500 地域整備課（野尻庁舎） 会　計 1 一般会計

科　目 050104 農林水産業費・農業費・畜産業費

事　業 160400 野尻有機センター管理事業費（臨時）(野尻)

・野尻町有機センターの

産

効率的な作業と健全な運営に資するため、車両を導入する。

　令和4年度　4トンダンプ

事業概要

・堆肥の製造・散布に必要な車両・機械を更新することにより、作業の効率化を図る。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 そ
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基本 業

所

を

　　属 201500 畜

振

産課 会　計 1 一般会計

興

科　目 050104 農

し

林水産業費・農業費・

ま

畜産業費

事　業 140

す

100 農畜産物消費拡

【

大推進事業費(共通)

方

事業主体である「小林

針

市農畜産物消費拡大推

施

】

進協議会」を通じて、

６

こばやし秋まつりや県

食

外宮崎牛指定店での

販

肉

売促進支援活動などＪ

の

Ａ等と連携して消費拡

販

大活動に取り組む。

事

売

業概要

地産地消イベン

力

ト　年１回

期間目標 地

の

産外消イベント　年１

強

回

国庫支出金 県支出金

策

化

地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 1,146 1,146

令和 4年度実績 0 0 0 0 1,046 1,046

活動指標名 地産地消イベント 単位 件

計画 1 計画 1
令和 3年度 令和 4年度 令和 5

１

年度計画 1
実績 1 実績 2

活動指標名 地産外消イベント 単位 件

計画 1 計画 1
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 1

実績 1 実績 2

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

－

新型コロナウイルスの影響はあったものの、市内イベント２件、市街イベント２件開催し、市内産宮崎牛等農
実　績

畜産物の消費拡大を行った。

実施制限等の緩和により開催できた市内外のイベントでは市内産畜産物の嗜好

２

性は抜群であり、協議会会員の
理　由

農家メンバーも引き続き、安心安全の市内産畜産物の生産に努めていく機運高揚にもつながった。

引き続き、市内外で消費拡大の取組を積極的に行っていく必要がある。
今後の取組

　畜産
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基本 業

財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 3,100 3,100

令和 4年度実績 0 0 0 9 3,305 3,314

成果指標名 中

所

小企業大学校受講補助

　

金交付者数 単位 人

計画

　

5 計画 5
令和 3年度

属

令和 4年度 令和 5

を

2

年度計画 5
実績 1 実績

0

1

成果指標名 退職金共

0

済加入促進補助金交付

5

者数 単位 人

計画 500

0

計画 500
令和 3年

0

度 令和 4年度 令和 

商

5年度計画 500
実績

工

610 実績 591

活動

観

指標名 溶接技術コンク

光

ール参加者数 単位 人

計

振

課

画 40 計画 40
令和 

会

3年度 令和 4年度 令

　

和 5年度計画 40
実

計

績 0 実績 30

①１人の

1

研修生に対し、中小企

一

業大学校受講への補助

般

を行った。②退職金共

会

済加入促進のため、掛

計

金の一部を
実　績

59

科

1人に対し補助した。

興

　

③新型コロナにより中

目

止となっていたコンク

0

ールを開催し、30人

6

の参加者があった。

①

0

新型コロナウイルス感

1

染症等の影響により、

0

受講者数は横ばい。　

1

②周知徹底による交付

商

者数の増。　③中
理　

工

由
止していたコンクー

し

費

ルの実施による皆増。

・

各事業について、今後

商

も広く周知に努める。

工

今後の取組

費・商工総務

ま

費

事　業 010100

す

商工総務費(共通)

　

【

商工業振興に要する管

方

理的費用である。その

針

ため、事業期間におい

施

】

ては期間を設けていな

１

い。

永年勤続優良従業

商

員表彰に係る記念品代

工

、労働対策や金融対策

業

などに係る旅費、その

の

他の消耗品費、赤松通

振

り

ポンプ電気代、クリ

興

ーニング代（観光ハッピ分）、会場借上料（各地区出身者の会総会

策

）及び商工業の振興等

事業概要 のため加入している各種協議会への負担金

　適正な執行に努める。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 1,414 1,414

令和 

１

4年度実績 0 0 0 0 4,296 4,296

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活

－

動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

適正な執行を行った。
実　績

適正な処理を行えた。
理　由

適正な執行に努める。
今後の取組

３

所　　属 200500 商工観光課 会　計 1 一般会計

科　目 060102 商工費・商工費・商工

　

業振興費

事　業 010100 商工業振興対策事業費(共通)

　経営体力維持向上につながる中小企業の人材育成を支援するため「中小企業大学校受講補助金」を、人材確

保につながる福利厚生の充実を支援するため「退職金

商

共済加入促進補助金」を交付する。地場産業振興、物産

振興を図るため、物産展に参加する。

事業概要 また、中小企業の課題に即した事業が実施できるように見直しを行う。

令和２年度に作成した企業ガイドブックの見直し

工

を行うため、印刷製本費を計上する。

　地域経済を支える中小企業の経営体力維持向上や人材の育成を図るための支援制度を行うことで、経営の安

期間目標 定化や雇用の創出を図る。

 

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般
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基本 業

野尻)

　メロン街路灯149基（内66基はスポンサー付）の維持管理及び、保険・電気料・事故処理等に関する業務と

、スポンサー

所

管理を含めて野尻町商

　

工会へ業務委託する。

　

 

事業概要  

　

メロン

属

街路灯の維持管理を行

を

5

い基数を維持する。

期

0

間目標

国庫支出金 県支

0

出金 地方債 その他 一般

5

財源 事業費計 （千円）

0

令和 3年度実績 0 0

0

0 0 1,043 1,0

地

43

令和 4年度実績

域

0 0 0 0 1,495 1

振

,495

成果指標名 メ

興

ロン街路灯維持 単位 基

振

課

計画 149 計画 149

（

令和 3年度 令和 4

須

年度 令和 5年度計画

木

149
実績 149 実績

庁

149

成果指標名 単位

舎

千円

計画 1,650 計

）

画 1,700
令和 3

会

年度 令和 4年度 令和

　

 5年度計画 1,70

計

0
実績 1,737 実績

興

1

0

成果指標名 単位 千円

一

計画 72,000 計画

般

73,000
令和 3

会

年度 令和 4年度 令和

計

 5年度計画 73,0

科

00
実績 81,330

　

実績 0

メロン街路灯の

目

維持管理を行い１４９

0

基を維持した。本年度

6

は、電球交換の件数が

し

0

例年の３倍程度発生し

1

た。
実　績

交換したＬ

0

ＥＤ電球の不具合（不

2

良品）により想定外の

商

球切れが発生した。
理

工

　由

適正な維持管理に

費

務める。また、経費削

・

減につなげるため電球

商

のＬＥＤ化を進める。

工

今後の取組

ま

費・商工業振興費

事　

す

業 010300 商工業

【

振興対策事業費(須木

方

)

商工会の経営相談や

針

経営改善計画作成等の

施

】

経営改善普及事業や、

１

すき物産協会の支援、

商

商業まつりの実施など

工

商工業の活性化を促す

業

、地域に密着した事業

の

展開を行う。

事業概要

振

１．商工会事業者の経

興

済所得の向上

期間目標 ２．すき物産協会の支援、商業まつりの実施

策

３．宅配サービス、安否確認・見守り実施

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 1,067 0 7,097 4,871 13,035

令和 4年度実績 0 1,601 0 7,142 5,4

１

02 14,145

活動指標名 すきほぜまつり来場者 単位 人

計画 1,000 計画 1,000
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 1,000

実績 601 実績 650

活動指標名 宅配サービス 単位 件/年

計画 1,400 計画

－

1,400
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 1,400

実績 1,367 実績 1,347

成果指標名 須木区域内消費拡大事業 単位 消費額千円

計画 22,000 計画 22,000
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年

３

度計画 22,000
実績 20,900 実績 21,150

・商工会運営費補助：3,800千円・商工会消費拡大事業費補助：1,344千円・宅配サービス事業費補助：3,000
実　績

千円・すき物産協会補助：923千

　

円・ほぜまつり補助：1,792千円

各種補助金を有効に活用し、須木区域の購買力の増進や買い物弱者の対応、伝統行事「ほぜまつり」による地
理　由

域の活性化など幅広く事業の展開が図られた。

今後も過疎化が進み中

商

小企業等の弱小化も進んでいくなかで当該事業を有効的に活用し、須木区域の地域経済
今後の取組

発展を図る。

工

所　　属 600500 地域振興課（野尻庁舎） 会　計 1 一般会計

科　目 060102 商工費・商工費・商工業振興費

事　業 010400 商工業振興対策事業費(
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基本 業

地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 7,000 0 0 0 0 7,000

令和 4年度実績 0 0 0 0 7,000 7,0

所

00

成果指標名 補助件

　

数 単位 件

計画 60 計画

　

60
令和 3年度 令和

属

 4年度 令和 5年度

を

2

計画 60
実績 58 実績

0

63

成果指標名 対象工

0

事金額 単位 百万円

計画

5

100 計画 100
令和

0

 3年度 令和 4年度

0

令和 5年度計画 10

商

0
実績 112 実績 99

工

活動指標名 単位

計画 0

観

計画 0
令和 3年度 令

光

和 4年度 令和 5年

振

課

度計画 0
実績 0 実績 0

会

補助件数は目標値を達

　

成しており、市広報や

計

市ホームページで広く

1

周知したことで、7月

一

末に申請額が予算額
実

般

　績
に達するなど事業

会

効果は十分にあった。

計

目標件数等については

科

、申請額により増減す

興

　

るため数値達成してお

目

り、7月末に申請額が

0

予算額に達するなど
理

6

　由
事業効果は十分で

0

ある。

引き続き周知を

1

徹底し、広く利用を促

0

す。
今後の取組

2 商工

し

費・商工費・商工業振

ま

興費

事　業 02010

す

0 金融対策事業費(共

【

通)

中小企業特別融資

方

制度及び小口零細企業

針

特別融資制度に基づき

施

】

、各取扱金融機関がを

１

融資を行い、市が保証

商

料

の全額補助及び利子

工

の一部補助を行う。ま

業

た、金融機関に対し貸

の

付原資を預託すること

振

により、金利の安定化

興

を図る。令和3年度以降に借入した事業者に対し、利子補給補助を

策

廃止する見直しを行っている。

事業概要

商工会議所、商工会の会員数を維持する。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 150,000 8,589 158,589

令和

１

 4年度実績 0 0 0 150,000 7,857 157,857

活動指標名 中小企業特別融資制度申込件数 単位 件

計画 20 計画 20
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 20

実績 8 実績 8

活動指標名 小口零細企業特別融

－

資制度申込件数 単位 件

計画 55 計画 55
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 55

実績 58 実績 55

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

市特別融資制度の申込件数

３

は昨年より増加傾向にあった。新型コロナウイルス感染症に伴う事業経営の悪化に
実　績

よる借入相談が多数あったため、セーフティネット保証制度の申込を促し、申請数の確保を行った。

原油・原材料価格高騰による事業

　

経営への影響からセーフティネット制度利用者数の増加。
理　由

今後も引き続き周知徹底し事業推進を行う。
今後の取組

商

所　　属 200500 商工観光課 会　計 1 一般会計

科　目 060102 商工費・商工費・商工業振興費

事　業 030100 経済対策促進事業費(共通)

工

経済対策小林市住宅等リフォーム促進事業補助金交付要綱に基づき、20万円を超えるリフォーム工事に要する

経費のうち１０％を補助する。上限15万円。

事業概要

市内経済の活性化を図る。

期間目標

国庫支出金 県支出金
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基本 業

工会への運営費補助。

　野尻町商工会は、国や県の小規模企業施策（経営改善普及事業）の実施機関として、中小企業金融融資制度

等

所

の斡旋支援や経営支援

　

対策（帳簿・決算指導

　

）、労働保険等の事務

属

受託、若手リーダー育

を

6

成強化指導など、

事業

0

概要 小規模事業者のた

0

めに常に伴走する存在

5

として地域に密着した

0

支援を実施している。

0

　相談指導により総合

地

的な支援を行い、高齢

域

化や後継者不足による

振

廃業や脱会といった問

興

題に対処し、組織率

期

振

課

間目標 の維持を図る。

（

国庫支出金 県支出金 地

野

方債 その他 一般財源 事

尻

業費計 （千円）

令和 

庁

3年度実績 0 0 0 0 3

舎

,817 3,817

令

）

和 4年度実績 0 0 0

会

0 3,817 3,81

　

7

活動指標名 相談指導

計

単位 件

計画 1,650

興

1

計画 1,700
令和 

一

3年度 令和 4年度 令

般

和 5年度計画 1,7

会

00
実績 1,775 実

計

績 1,760

活動指標

科

名 単位

計画 0 計画 0
令

　

和 3年度 令和 4年

目

度 令和 5年度計画 0

0

実績 0 実績 0

活動指標

6

名 単位

計画 0 計画 0
令

し

0

和 3年度 令和 4年

1

度 令和 5年度計画 0

0

実績 0 実績 0

例年に比

2

べ相談指導件数が増加

商

した。
実　績

新型コロ

工

ナウイルス及び物価高

費

の影響による景気の悪

・

化によるものである。

商

理　由
地域の事業者が

工

発展するために、経営

ま

費

支援機能及び会員サー

・

ビスの強化を更に推進

商

する必要がある。

今後

工

の地域経営の身近な相

業

談窓口として、地域の

振

雇用を守り、地域経済

興

を支える活動を行って

費

いく。
今後の取組

事　

す

業 080400 野尻町

【

商工会シール会運営事

方

業費(野尻)

　野尻町

針

商工会へシール会運営

施

】

補助として補助金を交

１

付する。

　事業内容は

商

、加盟店での買物でシ

工

ールを発行し、300

業

枚貼りの台紙一冊で2

の

50円分の買い物が可

振

能となる。

　また、シ

興

ール会が一部を負担した商品と交換できるサービス、加盟店利用者

策

への抽選会などの、各種イベン

事業概要 トを毎月開催。

　イベントでは、地域住民との繋がりを強めることを目的にグラウンドゴルフ大会や日帰り優待旅行を行って

いる。

　コロナ禍の中で会員が一致団結し、サービスの向

１

上、組織の維持、経営改善を図り、野尻町商工会と連携し

期間目標 て各イベント事業を推進し、効果的に地域の活性化を図る。

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 100 1

－

00

令和 4年度実績 0 0 0 0 100 100

活動指標名 シール発行高 単位 千円

計画 4,200 計画 4,200
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 4,200

実績 3,070 実績 2,675

活動指標名 単位

計画 0 計画

３

0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

５月から２月までイベントを開催し、野尻町区域内の景気高揚を図る活

　

動を行った。コロナ禍によりシールの
実　績

発行高は減少し、売り上げへの影響は少なからずあった。

買い控えを抑制し、購買力を上げる取組を行ったが影響がでたため。
理　由

会員が協力して最小の経費で最大の効果をあ

商

げるサービスの向上、シール会組織の充実、会員全体の経営改善
今後の取組

を図っていく。

工

所　　属 600500 地域振興課（野尻庁舎） 会　計 1 一般会計

科　目 060102 商工費・商工費・商工業振興費

事　業 090400 野尻町商工会運営事業費(野尻)

　野尻町商
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基本 業

業イベント事業費(野尻)

野尻町商工会への商工業イベント事業の運営補助。

　① 中元大売り出しイベント

　　 町内購買力を高め

所

るため、加盟店で期間

　

中買い物１万円毎に１

　

枚の抽選券を発行する

属

。

事業概要 　② 抽選

を

2

会

　　 抽選券１枚に

0

つき１回の抽選を行い

0

、上位については下位

5

の当選有無に関わらず

0

、ダブル・チャンス

　

0

　方式で、商業祭にお

商

いて抽選会を実施。　

工

　 

　コロナ禍の中で

観

商業祭を通じて、期間

光

中の購買意欲を向上さ

振

課

せることはもとより、

会

日常的な購買力向上に

　

繋

期間目標 げる。また

計

、広く周知するため報

1

道機関を活用したPR

一

活動を行う。

国庫支出

般

金 県支出金 地方債 その

会

他 一般財源 事業費計 （

計

千円）

令和 3年度実

科

績 0 0 0 2,770 0

興

　

2,770

令和 4年

目

度実績 0 0 0 2,77

0

0 0 2,770

活動指

6

標名 期間売上 単位 千円

0

計画 72,000 計画

1

73,000
令和 3

0

年度 令和 4年度 令和

2

 5年度計画 73,0

商

00
実績 81,330

工

実績 74,000

活動

し

費

指標名 単位

計画 0 計画

・

0
令和 3年度 令和 

商

4年度 令和 5年度計

工

画 0
実績 0 実績 0

活動

費

指標名 単位

計画 0 計画

・

0
令和 3年度 令和 

商

4年度 令和 5年度計

工

画 0
実績 0 実績 0

期間

業

売上74,000千円

振

と目標を1,000千

ま

興

円上回った。
実　績

昨

費

年より例年のじり湖祭

事

と同時開催していたが

　

、コロナ禍やお盆消費

業

後以降の売上落ち込み

1

に対応するために
理　

0

由
、9月1日から10

0

月20日までの50日

2

間を売出期間と設定し

0

、抽選会イベントを1

す

0

0月23日に開催出来

商

たため。

売り出し期間

工

と抽選会は、消費を促

業

す対策として有効であ

イ

るため例年通り開催す

ベ

る。
今後の取組

ント事業

【

費(小林)

　市民や地

方

域にとってのにぎわい

針

づくり及び新型コロナ

施

】

ウイルス感染症によっ

１

て落ち込んだ賑わいの

商

回復を促

進するため、

工

また各事業を実施する

業

「まつり小林実行委員

の

会」や「こばやし冬ま

振

つり実行委員会」等、

興

各種団

体への支援を行う。

事業概要 　こばやし名水夏まつり」は終

策

了。小林市行財政改革推進プランに基づき、イベント等の見直しを継続しつつ

、経済性、時代適合性、有効性を発揮する新たなにぎわいの形を創出していく。

　中心市街地のにぎわいを創出させ、交流人口を増加させる。

期

１

間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 1,134 1,134

令和 4年度実績 0 1,520 0 0 2,520 4,040

活動指標名 イベント入込客数 単位 人

計画 55,0

－

00 計画 55,000
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 55,000

実績 1,800 実績 38,000

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画

３

0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

　こばやし秋まつり：35,000人　こばやし冬まつり：3,000人　こばやし名水夏まつり（令和３年度終了）
実　績

　まつり小林実行委員会が実

　

施していたこばやし名水夏まつりが終了したため、その分の入込客数が減少した
理　由

ものの、こばやし秋まつりの３年ぶりの開催により、前年と比較して実績が大きく増となった。

　新しい生活様式に対応した形で３年ぶ

商

りに開催されたこばやし秋まつりを軸に、経済性、時代適合性、有効
今後の取組

性を発揮する新たなにぎわいの形を創出していく。

工

所　　属 600500 地域振興課（野尻庁舎） 会　計 1 一般会計

科　目 060102 商工費・商工費・商工業振興費

事　業 100400 商工
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基本 業

25/10、高原町1.25/10

西諸圏域が合同で行うことで、観光情報の発信による認知度を高め、特産品の販路拡大を目指す。

所

期間目標

国庫支出金 県

　

支出金 地方債 その他 一

　

般財源 事業費計 （千円

属

）

令和 3年度実績 0

を

2

0 0 0 0 0

令和 4年

0

度実績 0 0 0 0 2,7

0

16 2,716

成果指

5

標名 売上額 単位 万円

計

0

画 350 計画 350
令

0

和 3年度 令和 4年

商

度 令和 5年度計画 3

工

50
実績 0 実績 131

観

活動指標名 単位

計画 0

光

計画 0
令和 3年度 令

振

課

和 4年度 令和 5年

会

度計画 0
実績 0 実績 0

　

活動指標名 単位

計画 0

計

計画 0
令和 3年度 令

1

和 4年度 令和 5年

一

度計画 0
実績 0 実績 0

般

目標値の達成にはいた

会

らなかったが、3年ぶ

計

りに東京から場所を変

科

更し福岡市において開

興

　

催することができ、
実

目

　績
地元特産品のPR

0

を行い効果はあった。

6

コロナ禍と2月の閑散

0

期での開催であったが

1

、以前福岡市で実施し

0

た時と比較すると、出

2

店者数が少ない中、
理

商

　由
売上額は多く、今

工

回、新聞折込やSNS

し

費

による発信、周辺のポ

・

スティングなどより多

商

く集客があった。

市内

工

業者の販路拡大や所得

費

向上に繋がるよう、開

・

催場所、開催時期を検

商

討しながらな事業を実

工

施していく。
今後の取

業

組

振

ま

興費

事　業 11020

す

0 商工会議所等支援事

【

業費(小林)

　商工業

方

団体やその事業主への

針

支援を商工会議所と協

施

】

働して実施するにあた

１

り、「商工会議所一般

商

事務費補助

」や「商工

工

業各種団体育成補助」

業

等の各種支援事業を展

の

開する。

事業概要

・中

振

心市街地のにぎわいづ

興

くり

期間目標 ・市外からの誘客及び市内経済の活性化

・市民及び市

策

内商工業者の心身や郷土愛の醸成

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 5,922 5,922

令和 4年度実績 0 0 0 0 6,606 6,606

活動指標名 中小企業相談所件数

１

単位 件

計画 4,000 計画 3,500
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 3,500

実績 3,187 実績 3,581

活動指標名 セール等の経済効果 単位 千円

計画 350 計画 350
令和 3年度 令和 4年度 令和 5

－

年度計画 350
実績 220 実績 210

活動指標名 講演会参加者数 単位 人

計画 1,100 計画 1,100
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 1,100

実績 0 実績 200

①商工会議所一般事務費補助　②中小企業相談

３

所補助　③商工業各種団体育成補助　④観月会行事補助を実施
実　績

。

コロナ禍の行動制限による自粛慣れの影響等により、観月会講演会参加者数等、計画に対して実績との差異が
理　由

見られた。

引き続き、商工会議所と

　

連携して各種支援事業を展開する。
今後の取組

所

商

　　属 200500 商工観光課 会　計 1 一般会計

科　目 060102 商工費・商工費・商工業振興費

事　業 180100 にしもろマルシェ事業費(共通)

大都市圏における農畜産物のPRや地元中小企業の販路拡大のため、

工

えびの市及び高原町とともに設立している

協議会に対し、負担金を拠出し、大都市圏で物産展を開催する。事務局は輪番で令和５年度はえびの市が事務

局となる。

事業概要  

（負担割合）小林市7.5/10、えびの市1.
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基本 業

所　　属

を

200500 商工観光

振

課 会　計 1 一般会計

科

興

　目 060102 商工

し

費・商工費・商工業振

ま

興費

事　業 20010

す

0 地域経済緊急支援事

【

業費(共通)

小林市新

方

型コロナウイルス感染

針

症緊急対策利子補給要

施

】

綱、原油・原材料高対

１

策特別貸付利子補給要

商

綱、みやざ

き再生支援

工

特別貸付利子補給補助

業

要綱に基づき、宮崎県

の

中小企業融資制度の県

振

の新型コロナウイルス

興

感染症緊

急対策貸付、原油・原材料高対策特別貸付、みやざき再生

策

支援特別貸付を利用した事業者に対し、3年間分の

事業概要 利子を全額補給する。

中小企業者の資金繰りを強力に支援し経営の安定を図る。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度

１

実績 260,268 594,275 0 17,748 21,136 893,427

令和 4年度実績 0 155,992 0 16,330 276,730 449,052

活動指標名 融資制度利用した事業所の事業継続件数 単位 社

計

－

画 67 計画 66
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 66

実績 65 実績 78

活動指標名 商工会議所　会員数 単位 社

計画 1,000 計画 1,000
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 1,000

実績 993 実績

３

1,025

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

コロナ禍における物価高騰の影響を受ける事業者に対し、新たな利子補給補助、エネルギー価格高騰対策支援
実　績

金、プ

　

レミアム付商品券事業の追加実施により、事業の継続と落ち込んだ地域経済の回復が図られた。

各事業について、事業者等へ防災ラジオやホームページ、チラシの配布等様々な周知を行ったため制度の利用
理　由

が図られた

商

。

次年度においても利子補給補助の継続と、消費喚起策として、プレミアム付商品券を発行し、落ち込んだ地域
今後の取組

経済の回復を図る。

工
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基本 業

6

成果指標名 立地企業新規雇用者数 単位 人

計画 30 計画 30
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 30

実績 18 実績 26

成果指標名 立地企業指定数 単位 社

計画 2 計画 2
令和 3年度 令和 4年度

所

令和 5年度計画 2
実

を

　

績 1 実績 2

活動指標名

　

単位

計画 0 計画 0
令和

属

 3年度 令和 4年度

2

令和 5年度計画 0
実

0

績 0 実績 0

新規雇用に

0

ついては、今年度操業

5

された株式会社ミヤザ

0

キ（九州第７工場）を

0

中心に、２６名の市民

商

が雇用さ
実　績

れた。

振

工

立地企業については、

観

ガルヒ就労支援サービ

光

ス株式会社と株式会社

課

サンライフの事業所を

会

指定した。

新規雇用及

　

び指定企業については

計

、実績のとおりである

1

。また、誘致には至っ

一

ていないが、企業誘致

般

支援業務
理　由

委託を

興

会

通じて、首都圏に本社

計

を置くＩＴ関連企業２

科

社の現地視察を行った

　

。

企業誘致支援業務委

目

託によって蓄積された

0

ノウハウや誘致候補企

6

業とのパイプを活用し

0

、ＩＴ関連企業の誘致

1

今後の取組
を進める。

0

し

2 商工費・商工費・商

ま

工業振興費

事　業 04

す

0100 企業立地促進

【

基金積立事業費(共通

方

)

年度末に、企業立地

針

促進基金への積み回し

施

】

や基金利子の繰入を行

２

う。

事業概要

企業が立

雇

地しやすい環境整備等

用

の財源の積み立て及び

機

将来発生する立地案件

会

に迅速に対応するため

創

、基金を創

期間目標 設

出

している。

国庫支出金

の

県支出金 地方債 その他

推

一般財源 事業費計 （千

策

進

円）

令和 3年度実績 0 0 0 13 0 13

令和 4年度実績 0 0 0 13 0 13

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令

１

和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

小林市公金保全管理委員会の選定により、高鍋信用金庫に預金し、13千円の利子の繰入を行った。
実

－

　績

小林市公金保全管理委員会の選定による金融機関で安全で効率的な保管・運営ができている。
理　由

今後も安全で効率的な保管・運営ができる金融機関に預金し繰入を行っていく。
今後の取組

３

所　　属 200500 商工観光課 会　計 1 一般会計

科　目 060102 商工

　

費・商工費・商工業振興費

事　業 070100 企業立地促進事業費(共通)

昨年度まで実施した企業誘致支援業務委託によって蓄積されたノウハウや誘致候補企業とのパイプを活用し、

ＩＴ関連企業の企業誘致を進める。な

商

お、立地企業に指定された企業に対しては、企業立地助成金（雇用促進

助成、設備投資助成、賃借料助成、通信回線使用料助成）を補助する。

事業概要

総合戦略のＫＰＩ指標である新規雇用150人（5年間）を達成するた

工

め、年間30名の新規雇用を目指す。

期間目標  

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 5,841 1,455 7,296

令和 4年度実績 0 0 0 28,945 301 29,24
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基本 業を

所　　属 20050

振

0 商工観光課 会　計 1

興

一般会計

科　目 060

し

102 商工費・商工費

ま

・商工業振興費

事　業

す

120200 中心市街

【

地創業支援事業費(小

方

林)

　新規創業者に対

針

して店舗等改修費及び

施

】

店舗等賃借料の一部補

３

助を行う。また平成3

中

0年度に設置した「小

心

林ビ

ジネス支援センタ

市

ー」の活動及び運営に

街

対して補助を行う。

事

地

業概要

　中心市街地内

活

における雇用の場の確

性

保や若い世代の働く場

化

を創出させ、交流人口

策

の

を増加させる。

期間目

推

標

国庫支出金 県支出金

進

地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 7,230 7,230

令和 4年度実績 0 0 0 0 6,674 6,674

活動指標名 商工会議所　会員数 単位 社

計

１

画 1,000 計画 1,000
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 1,000

実績 993 実績 1,025

活動指標名 中小企業相談所相談件数 単位 件

計画 5,000 計画 3,500
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年

－

度計画 3,500
実績 3,187 実績 3,581

活動指標名 直近5ヵ年間の新規開業事業所数の累計→中心市街地における新規起業者数（単年度） 単位 事業所

計画 12 計画 2
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 2

実

３

績 9 実績 4

　いずれの指標においても計画を上回る実績となった。なお、中心市街地における新規起業４事業者の内、１
実　績

事業者に対しては、店舗改修費及び店舗等賃借料の一部補助を行った。

　新型コロナウイルス感

　

染症やエネルギー価格の高騰等といった直面において、商工会議所や小林ビジネス支
理　由

援センターといった専門職による支援の必要性が再認識され、会員数や相談件数の増に繋がったと分析する。

　小林ビジネス支援セ

商

ンター及び新規創業者支援事業について、各種団体と連携を図り、事業の積極的な周知
今後の取組

を継続していき、中心市街地活性化に繋げていく。

工
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基本 産

,262 0 0 0 17,263 34,525

令和 4年度実績 0 0 0 0 39,059 39,059

成果指標名 観光入込客数 単位 万人

計画 84 計画 86
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 88

実績 56 実績 58

活動指標

業

名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年

所

度 令和 5年度計画 0

　

実績 0 実績 0

小林市観

　

光推進計画及び小林市

属

観光推進協議会の方針

を

2

のもとに観光推進を実

0

施。プロモーション活

0

動や着地型
実　績

旅行

5

商品の販売、造成等に

0

より誘客に努めた。ま

0

た、地域事業所等の連

商

携による特産品の開発

工

等を実施した。

国・県

観

の施策により前年度よ

光

り入込客数については

振

課

若干の回復が見られた

会

が、新型コロナウイル

　

ス感染症の影
理　由

響

計

により目標値には至ら

1

なかった。

アフターコ

一

ロナに向け、新しい観

般

光スタイルにあわせた

会

国内外の観光プロモー

計

ションや旅行商品の販

科

売強化、
今後の取組

地

興

　

域連携の特産品の新た

目

な造成などを行って行

0

く。

60103 商工

し

費・商工費・観光費

事

ま

　業 010100 観光

す

振興事業費(共通)

小

【

林市観光振興計画にお

方

ける観光地のとしての

施

針

本市の認知度向上やイ

】

メージアップを図るた

１

め、観光イメージ

キャ

観

ラクターの業務委託に

光

より実施する。

・観光

Ｄ

イメージキャラクター

Ｍ

の業務委託

事業概要

観

Ｏ

光イメージキャラクタ

に

ーの活用により、観光

よ

入込客数の回復を目指

策

る

す。

期間目標

国庫支出

観

金 県支出金 地方債 その

光

他 一般財源 事業費計 （

振

千円）

令和 3年度実

興

績 0 0 0 0 2,103

の

2,103

令和 4年

促

度実績 0 0 0 0 1,9

進

58 1,958

成果指標名 観光入込客数 単位 万人

計画 84 計画 86

１

令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 88
実績 60 実績 58

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年

－

度計画 0
実績 0 実績 0

観光イメージキャラクターの派遣等を通して、各種広報PR行い観光客の増加を図った。また、観光DMOと連携
実　績

も図り誘客に努めた。

前年度と比較すると派遣回数は増加したが、新型コロナウ

４

イルス感染症の影響から目標は達成しなかった。
理　由

観光DMOや他団体との連携により観光PR活動の充実を図る。
今後の取組

　

所　　属 200500 商工観光課 会　計 1 一般会計

科　目 060103 商工費・商工費・観光費

事　業 080100 観光ＤＭＯ推進事業費(

観

共通)

観光ＤＭＯが観光地域づくりの推進役として実施する下記の取組について、各種支援を行い本市の観光推進を

図る。

①関係者の合意形成、②各種データの収集・分析や戦略の策定、

事業概要 ③観光関連事業の調整やプ

光

ロモーションの実施、④ＤＭＯ主体による個別事業の実施、

⑤観光案内所運営及びＰＲ活動

観光入込客数の回復を目指し取り組む。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 17
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基本 産業

所　　属

を

200500 商工観光

振

課 会　計 1 一般会計

科

興

　目 060103 商工

し

費・商工費・観光費

事

ま

　業 160100 観光

す

総務費(共通)

観光行

【

政全般に要する管理的

方

費用を執行する。

・会

施

針

計年度職人の人件費

・

】

広域観光推進等に係る

１

旅費

事業概要 ・観光推

観

進による各種協議会へ

光

の負担金

・その他事務

Ｄ

消耗品など

適正な執行

Ｍ

に努める。

期間目標

国

Ｏ

庫支出金 県支出金 地方

に

債 その他 一般財源 事業

よ

費計 （千円）

令和 3

策

る

年度実績 0 0 0 0 3,

観

010 3,010

令和

光

 4年度実績 0 0 0 0

振

2,712 2,712

興

活動指標名 単位

計画 0

の

計画 0
令和 3年度 令

促

和 4年度 令和 5年

進

度計画 0
実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令

１

和 4年度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

適正な執行を行った。
実　績

適正な処理を行えた。
理　由

適正な執行に努める。
今後の取

－

組

４　観光
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基本 産

天候等の悪化により、事故等が発生しないよう監視業務を委託し、万が一、事故等が発

事業概要 生した場合に備え保険をかける。

夏の風物詩となっているすきむら河川プールを通して、観光地としての須木の魅力をアピール

業

する。

期間目標

国庫支

所

出金 県支出金 地方債 そ

　

の他 一般財源 事業費計

　

（千円）

令和 3年度

属

実績 0 0 0 0 82 82

2

令和 4年度実績 0 0

0

0 0 968 968

成果

0

指標名 利用者数 単位 人

5

計画 3,000 計画 3

0

,000
令和 3年度

を

0

令和 4年度 令和 5

商

年度計画 3,000
実

工

績 0 実績 2,071

活

観

動指標名 単位

計画 0 計

光

画 0
令和 3年度 令和

課

 4年度 令和 5年度

会

計画 0
実績 0 実績 0

活

　

動指標名 単位

計画 0 計

計

画 0
令和 3年度 令和

1

 4年度 令和 5年度

振

一

計画 0
実績 0 実績 0

経

般

年劣化による設備の修

会

繕を実施することで安

計

全を確保するとともに

科

、新型コロナウイルス

　

感染症対策を行っ
実　

目

績
たうえで河川プール

0

を開設した。

新型コロ

6

ナウイルス感染症対策

0

に伴う感染症対策状況

興

1

を整備することができ

0

たため、河川プールを

3

開設した。
理　由

引き

商

続き感染症対策および

工

設備面での安全対策を

費

行い事故ゼロを目指す

・

。また、周知活動も十

商

分に行い利用者
今後の

工

取組
の増を図る。

費

し

・観光費

事　業 180

ま

100 体験型観光推進

す

事業費(共通)

北きり

【

しま田舎物語推進協議

方

会との連携による農家

施

針

民泊の受入や日帰り農

】

業体験及び教育旅行の

２

民泊体験を実

施してい

体

る。３市町（小林市、

験

えびの市、高原町）が

型

事業費補助を実施。な

の

お、３年ごとに内容及

観

び金額につ

いて３市町

光

で協議を実施。

事業概

地

要

農家民泊や農業体験

策

づ

型よる体験型入込客数

く

の回復を図る。

期間目

り

標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 1,741 1,741

令和 4年度実績 0 0 0 0 1,549 1,549

活動指標名 体験型

１

観光入込客数 単位 人

計画 1,000 計画 1,000
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 1,000

実績 414 実績 359

活動指標名 一般体験宿泊客数 単位 泊

計画 150 計画 150
令和 3年度 令和 4年度 令和 5

－

年度計画 150
実績 69 実績 107

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

アフターコロナに向け、関西の旅行会社や学校等へのＰＲ、また、インバウンド再開に向けたイン

４

フルエンサ
実　績

ーを活用したＰＲを実施。

全国旅行支援の活用により前年度より入込客数等が増加したが、新型コロナウイルス感染症の影響から目標ま
理　由

で至らなかった。

アフターコロナに向けた、県内教育旅行及び

　

一般利用者をメインターゲットとした誘致を図る。また、インバ
今後の取組

ウンド誘客に向けＤＭＯと連携した体験型観光を推進する。

観

所　　属 501500 地域整備課（須木庁舎） 会　計 1 一般会計

科　目 070101 土木費・土木管理費・土木総務費

事　業 05030

光

0 河川プール管理事業費(須木)

夏休み期間中を中心に河川を利用したプールを開放する。

河川を利用していることから、プール内の土砂除去・清掃の実施、定期的な水質の検査を行う。また、開設期

間中は、河川の状況・
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基本 産業

所　　属 2

を

00500 商工観光課

振

会　計 1 一般会計

科　

興

目 060103 商工費

し

・商工費・観光費

事　

ま

業 170100 合宿誘

す

致推進事業費(共通)

【

小林市合宿誘致推進協

方

議会設置規則及び小林

施

針

市合宿誘致推進協議会

】

補助金を基に事業を実

３

施している。合宿誘

致

ス

・ＰＲ活動及び合宿、

ポ

イベント団体に対する

ー

地場産品等の補助を行

ツ

う。また、新たな団体

を

の合宿誘致活動を

実施

活

する。

事業概要

地場産

用

品の交付により、合宿

策

し

団体の受入増加を図る

た

。また、各種団体と連

観

携を図り、合宿や大会

光

等の誘致を行

期間目標

の

う。

国庫支出金 県支出

推

金 地方債 その他 一般財

進

源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 91 91

令和 4年度実績 0 0 0 0 413

１

413

活動指標名 合宿団体数（1泊以上） 単位 件

計画 50 計画 50
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 50

実績 2 実績 6

活動指標名 合宿に伴う延べ宿泊人数 単位 人

計画 1,800 計画 1,800
令和 3年度 令和 

－

4年度 令和 5年度計画 1,800
実績 17 実績 567

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

合宿誘致においては、高校駅伝の九州大会の出張やサッカー大会の合宿誘致を

４

実施した。
実　績

また、３年ぶりに大阪産業大学野球部の合宿やそのほか３団体の受入れを実施した。

例年、インターハイの関連合宿や韓国野球の受入れを予定していたが、コロナ禍により団体数、宿泊人数とも
理　由

に減

　

少となった。

県観光推進課や県観光協会及び近隣する市町との連携を図り合宿誘致に努め、積極的に各競技団体への誘致活
今後の取組

動を推進していく。

観光
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基本 産

(野尻)

野尻町区域内の区長、観光協会（野尻地区事業委員会）、商工会、郷土芸能保存会、友愛クラブ、ハーメック

のじり株式会社等からなる実行委員会が主体となり企画・運営を行い、桜の名所と

所

しての会場の強みを活

業

　

かし

た野尻町区域内の

　

農畜産物や工芸品等の

属

物産展、飲食店のブー

6

スを設け、地場産業の

0

振興につなげる。

事業

0

概要

のじりこぴあを活

5

用した春先のイベント

0

として定着しており、

0

野尻町区域の様々な資

地

源の魅力発信を行う。

を

域

期間目標

国庫支出金 県

振

支出金 地方債 その他 一

興

般財源 事業費計 （千円

課

）

令和 3年度実績 0

（

0 0 4 0 4

令和 4年

野

度実績 0 0 0 631 0

尻

631

活動指標名 のじ

庁

りこぴあ桜まつり来場

舎

者数 単位 人

計画 10,

）

000 計画 10,00

振

会

0
令和 3年度 令和 

　

4年度 令和 5年度計

計

画 10,000
実績 0

1

実績 1,000

活動指

一

標名 単位

計画 0 計画 0

般

令和 3年度 令和 4

会

年度 令和 5年度計画

計

0
実績 0 実績 0

活動指

科

標名 単位

計画 0 計画 0

　

令和 3年度 令和 4

興

目

年度 令和 5年度計画

0

0
実績 0 実績 0

３月に

6

開催し、キッチンカー

0

などの出店やステージ

1

イベントを実施したが

0

、目標とする来場者数

3

に至らなかっ
実　績

た

商

。

コロナ禍により３年

工

ぶりの開催であったこ

費

とや、当日は雨天によ

し

・

り目標の来場者数が見

商

込めなかった。
理　由

工

実行委員会で、今後の

費

開催方法について協議

・

を行う。
今後の取組

観光費

事　

ま

業 110400 のじり

す

湖祭運営事業費(野尻

【

)

　のじり湖祭実行委

方

員会への事業の運営補

施

針

助。のじり湖祭は、地

】

域活性化を担う野尻の

４

一大イベントであり、

イ

実行委員会がイベント

ベ

内容の企画から運営全

ン

般を担っている。平成

ト

28年からは、地元在

等

住の高校生も実行委員

の

に参画し、企画の一部

充

を任せることで地域活

策

実

動の体験も行っている。

事業概要 　毎年、趣向を凝らして来場者に楽しんでもらうイベント内容を企画する。

　観光浮揚の一翼を担うイベントとして、継続していくことに加え、今後ともそれを担う人材を育成していく

期間

１

目標 。

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 44 0 44

令和 4年度実績 0 0 0 4,500 0 4,500

活動指標名 のじり湖祭来場者数 単位 人

計画 10,000 計画 10,00

－

0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 10,000

実績 0 実績 7,000

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4

４

年度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

令和４年度は３年ぶりに通常開催をおこなった。開催時期は、例年の８月ではなく、１０月８日（土）に開催
実　績

出来た。

開催時期及び新型コロナウイルス感染症の行動制限が緩和さ

　

れたとはいえ、その対策及びリスクを考えた時に
理　由

、ポスターでの周知は行ったが、積極的な周知は行わなかったため

継続的な取組と新たな客層を取り組むためのアイデアを練りながら、地元に根差したイベントとして

観

今後も開
今後の取組

催する。また、物価高等により経費増加しており、実行委員会としては寄付金等の強化を行っていく。

光

所　　属 200500 商工観光課 会　計 1 一般会計

科　目 060103 商工費・商工費・観光費

事　業 130400 のじりこぴあ桜まつり運営事業費
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基本 産

効果が発生する仕組みづくりに努める。

また、経済効果だけでなく、ウオーカーへのふるまいなど地域全体でおもてなしをすることで地域活性化や参

事業概要 加による市民の健康増進を図る。

そのため

所

、参加者やスタッフへ

業

　

の新型コロナウイルス

　

感染症拡大防止対策に

属

努めるとともに、会場

2

設営や受付

業務の委託

0

、実行委員会への補助

0

を行い、魅力ある大会

5

としての運営を行う。

0

小林市の認知度向上、

0

宿泊客増及び市民の健

商

康増進を図ると共に、

を

工

周知活動を行い参加者

観

増加を図る。

期間目標

光

国庫支出金 県支出金 地

課

方債 その他 一般財源 事

会

業費計 （千円）

令和 

　

3年度実績 0 0 0 1,

計

368 1,679 3,

1

047

令和 4年度実

一

績 0 0 0 3,568 2

般

,624 6,192

活

振

会

動指標名 ウオーキング

計

大会参加者 単位 人

計画

科

2,200 計画 2,2

　

00
令和 3年度 令和

目

 4年度 令和 5年度

0

計画 2,200
実績 0

6

実績 1,484

活動指

0

標名 単位

計画 0 計画 0

1

令和 3年度 令和 4

0

年度 令和 5年度計画

興

3

0
実績 0 実績 0

活動指

商

標名 単位

計画 0 計画 0

工

令和 3年度 令和 4

費

年度 令和 5年度計画

・

0
実績 0 実績 0

２日間

商

で延べ1,484人の

工

参加があった。実申込

費

者数としては、前回開

・

催時（平成30年度）

観

の大会と比較すると
実

し

光

　績
県外が153人減

費

少、市外が142人減

事

少、市内が345人減

　

少で合計640人減少

業

した。

コロナ禍におけ

1

る県外大会でのPR活

4

動の減少や市民への周

0

知不足。
理　由

参加者

4

が増えるように、実行

0

委員会の中でＰＲ活動

ま

0

や魅力あるコース選定

薬

など充実した内容とな

草

るよう検討し
今後の取

・

組
、周知活動の向上を

ハ

図る。

ーブ活用推

す

進会議運営事業費(野

【

尻)

地域の方々にハー

方

ブの魅力を知ってもら

施

針

いハーブのコミュニテ

】

ィを生み出す。また、

４

薬草・地域作物センタ

イ

ー

及び「道の駅」ゆ～

ベ

ぱるのじりの両施設を

ン

ＰＲする目的としてハ

ト

ーブ祭の開催、生産者

等

の確保の為の研修会活

の

動、新商品開発に向け

充

た調査研究を開催する

策

実

。

事業概要

薬草・地域作物センターと連携し、産学官での商品開発を通じて、生産者増及び所得の向上並びに「道の駅」

期間目標 ゆ～ぱるのじりの売上増を目指す。

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円

１

）

令和 3年度実績 0 0 0 565 0 565

令和 4年度実績 0 0 0 565 0 565

活動指標名 ハーブ祭来場者数 単位 人

計画 2,000 計画 2,000
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 2,000

実績 0 実績 0

活動

－

指標名 ゆ～ぱるのじりの売上増 単位 ％

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

ハーブ祭りは新型コロ

４

ナウイルス感染症拡大防止の観点から中止となったが、ハーブを用いた講座の開催や野
実　績

尻ハーブのリーフレット作成を実施した。

不特定多数が来場するため、感染拡大防止策を徹底することは困難であることから中止

　

となった。また、講座
理　由

実施やリーフレット作成は生産者の確保・育成に寄与するため実施した。

生産者の増加やハーブ普及に向け活動を行う。
今後の取組

観

所　　属 200500 商工観光課 会　計 1 一般会計

科　目 060103 商工費・商工費・観光費

事　業 1901

光

00 こばやし霧島連山絶景ウォーク事業費(共通)

2日間にわたって開催されることや、さまざまな認定などステータスの高い大会であることから、全国からの

参加者や多数の宿泊客が見込まれるため、地域への幅広い経済
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基本 産

所

業

　　属 200500 商

を

工観光課 会　計 1 一般

振

会計

科　目 06010

興

3 商工費・商工費・観

し

光費

事　業 20020

ま

0 観光イベント運営事

す

業費(小林)

小林市内

【

で開催されるまつりや

方

イベントの運営補助を

施

針

行う。なお、各まつり

】

等は市民参画の実行委

４

員会体制に

より実施開

イ

催している。

・出の山

ベ

ホタル恋まつり補助

事

ン

業概要 ・陰陽石まつり

ト

補助

・まきばの桜まつ

等

り補助

まつりやイベン

の

トにおいて、観光客及

充

び交流人口を回復させ

策

実

、経済活性化を図る。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 2,175 2,175

令和 4年度実績 0 0 0 0 3,506 3,506

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和

１

 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実

－

績 0 実績 0

陰陽石まつりは、新型コロナウイルス感染症の影響により中止となったが、出の山ホタルまつり・まきばの桜
実　績

まつりは、感染症対策を講じた上で実施することができた。

新型コロナウイルス感染症の影響が

４

あった。
理　由

新型コロナウイルス感染症の影響によりイベント開催の判断や入込客数は大きく影響するが、開催については
今後の取組

、各実行委員会で入込数を増やしていくための魅力的な内容を検討し、SNS等で広く

　

発信し集客を図る。

観光
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基本 産

定管理者のモニタリング
今後の取組

実施や自主事業の展開に併せ、周辺施設との連携を行い入込増加につなげていけるように取り組む。

所

業

　　属 2

所

0

　　属 200500 商

0

工観光課 会　計 1 一般

5

会計

科　目 06010

0

3 商工費・商工費・観

0

光費

事　業 04030

商

0 観光施設維持管理費

を

工

(須木)

観光客や市民

観

が快適に施設を利用す

光

るため、老朽化した施

課

設の改修や維持管理を

会

行い安全に利用できる

　

ように

維持する。また

計

、指定管理施設は、各

1

管理者と集客増加、経

一

費削減について、モニ

般

タリングを行い施設の

振

会

維持

管理を行う。

事業

計

概要 指定管理施設

・す

科

きむらんど　（R4年

　

度～R8年度）

施設の

目

安全管理を行い、観光

0

客や市民の余暇活動の

6

促進を行う。指定管理

0

施設においては、モニ

1

タリングを通

期間目標

0

じて、経費削減及び集

興

3

客増を行う。

国庫支出

商

金 県支出金 地方債 その

工

他 一般財源 事業費計 （

費

千円）

令和 3年度実

・

績 0 1,057 0 0 4

商

4,151 45,20

工

8

令和 4年度実績 0

費

57 0 0 48,240

・

48,297

活動指標

観

名 すきむらんど利用者

し

光

数 単位 人

計画 40,0

費

00 計画 40,000

事

令和 3年度 令和 4

　

年度 令和 5年度計画

業

40,000
実績 42

0

,452 実績 40,6

4

41

活動指標名 単位

計

0

画 0 計画 0
令和 3年

2

度 令和 4年度 令和 

0

5年度計画 0
実績 0 実

ま

0

績 0

活動指標名 単位

計

観

画 0 計画 0
令和 3年

光

度 令和 4年度 令和 

施

5年度計画 0
実績 0 実

設

績 0

前年度の実績とほ

維

ぼ変わらない利用者数

持

となった。（前年比：

管

-719名）
実　績

新

理

型コロナによる影響と

費

施設の改修工事等によ

す

(

る一部立入り制限及び

小

台風14号による被害

林

も影響している。
理　

)

由

地域住民との連携を

観

図り、自然を活かした

光

魅力の創出とアフター

客

コロナ及びインバウン

や

ドの受入れに取り組む

市

今後の取組
。ただし、

民

新型コロナ対策は関係

【

が

団体と連絡調整等を十

快

分に行い対策を講じる

適

。

に施設を利用す

方

るため、老朽化した施

施

針

設の改修や維持管理を

】

行い安全に利用できる

５

ように

維持する。また

観

、指定管理施設は、各

光

管理者と集客増加、経

施

費削減について、モニ

設

タリングを行い施設の

等

維持

管理を行う。また

の

、北きりしまコスモド

充

ームについては、施設

策

実

の利用方針を検討するためR2年度から休止して

事業概要 おり、当該施設におけるR5年度以降の事業費に反映する。指定管理施設については以下のとおり。

・小林市コスモホール及び生駒高原レクリエーションセンター（

１

R4年度～R8年度）

・出の山広場及び出の山淡水魚水族館（R4年度～R6年度）

・小林市観光・交流センター（R3年度～R7年度）

施設の安全管理を行い、観光客や市民の余暇活動の促進を行う。指定管理施設におい

－

ては、モニタリングを通

期間目標 じて、経費削減及び集客増を行う。

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 346 0 0 39,980 40,326

令和 4年度実績 0 346 0 0 44

４

,796 45,142

成果指標名 利用者数（レクセン） 単位 人

計画 34,000 計画 34,000
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 34,000

実績 33,982 実績 12,388

成果指標名 利用者数（水族館）

　

単位 人

計画 26,000 計画 26,000
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 26,000

実績 12,393 実績 19,899

成果指標名 利用者数（交流センター） 単位 人

計画 360,000 計画 370,000
令

観

和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 380,000
実績 12,146 実績 20,829

計画的な修繕により安全な利用ができるように管理に努めた。また、指定管理者のモニタリングを通して、施
実　績

設の安全管理

光

や利用者増の取組、自主事業による集客などの指導を行った。

新型コロナウイルス感染症の影響により、目標値には至らなかった。
理　由

新型コロナ対策に対応した維持管理を行うとともに利用者の利便性を図る。また、指
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基本 産

画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

レストランエリアと売店エリアの改修工

所

事を実施し、利用者の

業

　

利便性及び利用促進が

　

図られた。
実　績

プロ

属

ポーザル方式により工

2

事を実施した。
理　由

0

今後も指定管理者と連

0

携しながら、維持管理

5

に努める。
今後の取組

00 商

を

工観光課 会　計 1 一般

振

会計

科　目 06010

興

3 商工費・商工費・観

し

光費

事　業 04040

ま

0 観光施設維持管理費

す

(野尻)

野尻湖多目的

【

広場及び野尻町総合交

方

流ターミナルは令和２

施

針

年４月１日から令和７

】

年３月31日まで新た

５

な指定管

理期間となり

観

、指定管理料を見直し

光

た。施設の維持管理を

施

行うための施設修繕、

設

遊具点検、指定管理料

等

の支払

い及び資材購入

の

を行う。 

事業概要

運

充

営中の事故ゼロ

期間目

策

実

標 小林市観光入込客数の回復を行う

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 100 0 2,205 65,223 67,528

令和 4年度実績 0 100 0 7,005 54,604 61,

１

709

成果指標名 小林市観光入込客数 単位 千人

計画 840 計画 860
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 880

実績 604 実績 579

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績

－

0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

来場者数は、野尻湖多目的広場112,330人（R04年計）、野尻町総合交流ターミナル9,1276人であった。
実　

４

績

新型コロナウイルスの影響や温泉施設の休業等により利用者の回復に至っていない状況である。
理　由

利用者及び売上増加を図るため、施設の修繕及び有識者による経営改善を行う。
今後の取組

　

所　　属 200500 商工観光課 会　計 1 一般会計

科　目 060103 商工

観

費・商工費・観光費

事　業 060400 観光施設維持管理費（臨時）(野尻)

野尻町総合交流ターミナル「道の駅ゆ～ぱるのじり」物産販売エリア及びレストランエリアの改修工事

事業概要

期間内の工事完了

期間目標

国庫支

光

出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 0 0

令和 4年度実績 0 0 0 0 0 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計
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基本 的

るさと納税推進事業費(共通)

地域資源の見える化・魅せるかの取り組み強化をはじめマーケティング手法も意識した戦略的プロモーション

展開により、ファン及び寄附獲得金額の増加につなげる。また、獲得財源の活用に

な

より市民サービスの向上と

起業支援等により新たな地域活性化の循環が生まれる状態をつくる。

事業概要

令和4年度　1,200,000,000円（48,000件×25,000円）

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債

プ

その他 一般財源 事業費

所

計 （千円）

令和 3年

　

度実績 0 0 0 7,35

　

5 642,579 64

属

9,934

令和 4年

1

度実績 0 0 0 0 786

6

,626 786,62

2

6

成果指標名 ふるさと

0

納税による寄附金額 単

0

位 千円

計画 1,023

ロ

0

,000 計画 1,20

地

0,000
令和 3年

方

度 令和 4年度 令和 

創

5年度計画 1,500

生

,000
実績 1,39

課

1,500 実績 1,7

会

30,146

活動指標

　

名 単位

計画 0 計画 0
令

計

和 3年度 令和 4年

1

度 令和 5年度計画 0

モ

一

実績 0 実績 0

活動指標

般

名 単位

計画 0 計画 0
令

会

和 3年度 令和 4年

計

度 令和 5年度計画 0

科

実績 0 実績 0

寄附受入

　

額は17憶円（企業版

目

ふるさと納税を含む）

0

を超す額となり、目標

2

額を大きく上回った。

0

実　績

課題等を整理し

ー

1

つつ、運用改善を図る

0

取り組みを令和２年度

6

から展開しているが、

総

その流れを上手く引き

務

継ぎ
理　由

、効果的な

費

展開が図れていること

・

が成果の要因となって

総

いる。

引き続き、地域

務

の生産者等の連携強化

管

はもとより、マーケテ

シ

理

ィング強化や商材の訴

費

求力向上など戦略的な

・

展開
今後の取組

により

企

、まずはふるさと納税

画

目標寄附額の獲得に努

費

める。

事　業 1

ョ

60100 シティプロ

ン

モーション推進事業費

を

(共通)

市外からの経

施 推

営資源の獲得に努める

進

外向けの取り組みと住

し

民を巻き込んだ郷土愛

ま

の醸成・向上に資する

す

内向き

の取り組みを柱

【

とし、関係人口の拡大

方

や地域の活性化を図る

針

。

【主な取り組み】　

】

事業概要 外向けプロモ

１

ーション（市外からの

策

戦

経営資源獲得に主眼を

略

置いた展開／ファンサ

的

ポ及びふるさと納税に

プ

よる関

係人口拡大）

内

ロ

向けプロモーション（

モ

市民参加型ワークショ

ー

ップや学校関連団体等

シ

と連携した郷土愛の醸

ョ

成・向上）

 

こばやし

ン

ファン・サポーターズ

１

の

ＣＬＵＢ会員数　15

推

,500人

期間目標 公

進

式SNSフォロワー数合計　7,600人　

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 9,625 0 0 7,212 6,250 23,087

令和

－

 4年度実績 0 0 0 10,971 77,766 88,737

成果指標名 こばやしファンサポーターズクラブ会員数 単位 人

計画 15,000 計画 15,500
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 20,000

実績 18

５

,500 実績 19,000

成果指標名 公式各SNSフォロワー数 単位 件

計画 6,887 計画 7,600
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 8,850

実績 6,726 実績 19,464

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令

　

和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

ファンサポーターズクラブ会員数は目標値より3,500人の増となり目標値を大きく上回った。
実　績

ふるさと納税及びイベント等を通じた取り組みにより、入会

戦

者の増を効果的に図ることができた。
理　由

メルマガの配信や会員向けサービスの充実などを図るとともに、新たな入会機会の開拓を図る。
今後の取組

略

所　　属 162000 地方創生課 会　計 1 一般会計

科　目 020114 総務費・総務管理費・諸費

事　業 110100 ふ
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基本 的なプ

所　　属 50150

ロ

0 地域整備課（須木庁

モ

舎） 会　計 1 一般会計

ー

科　目 050103 農

シ

林水産業費・農業費・

ョ

農業振興費

事　業 20

ン

0300 山村活性化支

を

援事業費(須木)

須木

施 推

地区内の米生産農家が

進

「須木米のブランド化

し

」を目指す取り組みを

ま

行い、須木米を活用し

す

た焼酎・甘酒な

どの加

【

工商品開発にも取り組

方

む。すきむらづくり協

針

議会と連携し、販売戦

】

略や情報発信を展開す

１

ることで、地

域ブラン

策

戦

ドの意識高揚に繋がり

略

、互いの強みを活かし

的

た団体自立を目指す取

プ

り組みとなる。

事業概

ロ

要 特に、須木地区内の

モ

生産農家や加工団体で

ー

は高齢化が進み、後継

シ

者不足となっており、

ョ

各団体の組織の維持運

ン

営が課題となっている

１

の

。今回の事業により所

推

得の向上を確立するこ

進

とで、新規雇用が生まれ、後継者の育成に

期待が持てる。県内をはじめ、関東・中部・近畿の小林市出身者会員などをターゲットとした販売戦略を計画

しており、新たな交流が生

－

まれることで、互いの郷土愛精神の醸成も促す。

須木米生産農家の組織化、須木米のブランド化、新規商品開発、販路拡大・販売促進

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 6

５

,459 0 0 0 0 6,459

令和 4年度実績 10,878 0 0 0 8 10,886

活動指標名 須木米ブランド生産農家の組織化 単位 戸

計画 10 計画 15
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 20

実績 14 実績 15

活動

　

指標名 新商品の開発数 単位 商品

計画 1 計画 2
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 3

実績 2 実績 4

活動指標名 新規雇用者数 単位 人

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 1

実績 0 実績 0

地域農産物の

戦

活用による須木地区の振興および経済活性化について、３カ年計画に基づく上記指標をおおむね
実　績

達成できている。

地域農家や商工団体との連携を円滑に進めることができたため。
理　由

農産物生産組織の強化により米

略

を主とする農産物の確保を進め、商品開発の継続による商品力強化を行うこと
今後の取組

により、最終年度までに新規雇用の達成を目指す。
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基本 的

うに取り組む。

所　　属 162000 地方創生課

な

会　計 1 一般会計

科　目 020106 総務費・総務管理費・企画費

事　業 140100 移住等促進支援事業費(共通)

個別の移住相談、オンラインを活用した移住相談会およびセミナー等のイベントの実施、空き家バンクの

プ

運営

、移住支援金やそれぞれの部署が実施する各種人材確保支援策を活用した働き手の確保により、移住促進を

所

図

っていく。

事業概要

　

併せて、関係人口創出

　

を促進するためにWE

属

Bサイトの運用により

6

、当市の魅力を発信し

ロ

0

ていく。

令和４年度～

0

令和７年度の４年間で

5

、135世帯（県内移

0

住世帯含）を期間目標

0

とする。

期間目標

国庫

地

支出金 県支出金 地方債

域

その他 一般財源 事業費

振

計 （千円）

令和 3年

興

度実績 0 2,546 0

課

0 1,221 3,76

モ

（

7

令和 4年度実績 0

野

5,096 0 0 2,7

尻

05 7,801

成果指

庁

標名 移住世帯数 単位 世

舎

帯

計画 30 計画 35
令

）

和 3年度 令和 4年

会

度 令和 5年度計画 3

　

5
実績 8 実績 12

活動

計

指標名 単位

計画 0 計画

1

0
令和 3年度 令和 

ー

一

4年度 令和 5年度計

般

画 0
実績 0 実績 0

活動

会

指標名 単位

計画 0 計画

計

0
令和 3年度 令和 

科

4年度 令和 5年度計

　

画 0
実績 0 実績 0

令和

目

4年度は、引き続きコ

0

ロナ禍の影響でリアル

2

で相談できる機会が減

0

少したが、移住支援金

シ

1

制度の認知が高
実　績

0

まり、前年度からは増

6

額の支給となった。

全

総

体の市の移住支援策を

務

活用しての移住世帯数

費

は、リアルでの相談機

・

会の減により減少した

総

。
理　由

国県の要件が

務

緩和された移住支援金

管

制度やオンライン移住

ョ

理

相談会の開催により、

費

移住者へのアプローチ

・

を行っ
今後の取組

てい

企

く。

画費

事　業 0

ン

70400 お試し移住

を

施設管理運営等事業費

施 推

(野尻)

　本市を「住

進

みたい」「住み続けた

し

い」まちにしていくた

ま

め、移住希望者が一時

す

滞在できる施設を提供

【

し、新

しい人の流れを

方

作る。

　野尻町区域の

針

空き家となっている住

】

宅を１戸５年契約（H

３

29～H3）で借上げ

策

Ｕ

、生活に必要な家具や

Ｉ

電化製品

事業概要 等一

Ｊ

式を整備し、一時的な

タ

滞在施設として移住希

ー

望者へ提供している。

ン

　令和３年度で賃貸借

促

契約は満了したが、新

進

型コロナウイルス感染

の

症拡大のため施設閉鎖

た

を余儀なくされ、十

分

１

め

な移住促進が実現出来

の

なかったため、令和４

取

年度は賃貸借契約を１

組

年延長し、引き続き事

の

業を行いながら、

利用

強

状況や管理業務、契約

化

内容など検証し、令和５年度以降の事業展開を検討する。

市内での生活体験、移住にあた

－

っての住居や仕事探しの拠点としての活用を図る。

期間目標

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 936 0 936

令和 4年度実績 0 0 0 1,116 △77 1,039

成果指標

５

名 移住希望者体験数 単位 組

計画 17 計画 18
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 12

実績 1 実績 6

成果指標名 移住組数 単位 組

計画 3 計画 3
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 3

実績 0 実績 1

活動指標名 単位

　

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

新型コロナの影響で２ヶ月間施設を閉鎖した。施設の利用回数は、計画を下回ったが、利用者の多くは本市を
実　績

満喫しながら移住を検討された。

戦

結果１組（１名）が移住につながり、拠点施設としての役目を果たした。

新型コロナによる閉鎖期間は昨年より短くなったが、その影響は少なからずあった。その様な中で移住につな
理　由

がった体験者があったことは良か

略

った点である。

移住促進の手段を検討協議しながら、本市の魅力を直接発信するとともに、施設利用者と積極的にコミュニケ
今後の取組

ーションをとりながら困り事や心配事などを共有し解決することで、移住につながるよ

82 82

82 事務事業評価書 82



基本 的

踏まえ、毎年、事業内容や規模の見直しを図る。

事業概要

１首都圏等からのUターン者数　

期間目標 ２新規創業者数

 

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 事業費計 （千円）

令和 3年度実績 0 0 0 0 8,000 8,0

な

00

令和 4年度実績 0 0 0 500 8,000 8,500

成果指標名 関係人口の増加（累計） 単位 人

計画 1,200 計画 1,400
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 1,600

実績 1,301 実績 1,480

成果

プ

指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画

所

0
令和 3年度 令和 

　

4年度 令和 5年度計

　

画 0
実績 0 実績 0

第1

属

1期（オープンスクー

1

ル含む）は、受講生1

ロ

6

66名（うち市外78

2

名）、第12期（オー

0

プンスクール含む）は

0

、
実　績

受講生145

0

名（うち市外80名）

地

の参加となった。

フェ

方

イスブック等のＳＮＳ

創

を積極的に活用し市内

生

外へ情報を発信したも

課

のの、新型コロナウイ

モ

会

ルスの影響で開
理　由

　

催出来なかった期間前

計

の参加者数には戻って

1

いない。

東京大学先端

一

科学技術研究センター

般

等の外部団体との事業

会

連携による人材育成事

計

業を充実させる。また

科

、地域
今後の取組

課題

　

の解決に向けた取組と

ー

目

して地元高校とも連携

0

した事業に取り組んで

2

いく。

0106 総務費

シ

・総務管理費・企画費

ョ

事　業 150100 地

ン

域おこし協力隊事業費

を

(共通)

本市では平成

施 推

25年度より地域おこ

進

し協力隊制度を導入し

し

、現在2名の隊員確保

ま

に向けて取組んでいる

す

。

地域でのニーズを見

【

極めながら、協力隊の

方

地域での活動支援や起

針

業支援・就業支援とい

】

った定住に係るサポー

３

トを実施する。

事業概

策

Ｕ

要

協力隊の起業および

Ｉ

就業による地域活性化

Ｊ

及び任期終了後（卒業

タ

後）の定住による人口

ー

増

期間目標

国庫支出金

ン

県支出金 地方債 その他

促

一般財源 事業費計 （千

進

円）

令和 3年度実績

の

0 0 0 207 9,46

た

3 9,670

令和 4

１

め

年度実績 0 0 0 0 3,

の

382 3,382

成果

取

指標名 卒業隊員定住定

組

着率（％） 単位 ％

計画

の

60 計画 60
令和 3

強

年度 令和 4年度 令和

化

 5年度計画 60
実績 57 実績 59

成果指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年

－

度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

活動指標名 単位

計画 0 計画 0
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0

実績 0 実績 0

令和４年７月末で1名が卒隊した。任期期間中は、隊員が考える卒隊後の起業に向けての活動を行

５

った。
実　績

試行錯誤を繰り返しながら隊員自らの強みを活かした活動が継続できた。そのため、各隊員が目指すべき方向
理　由

性ができつつある。

令和４年８月からは、協力隊員が０名となっている。年度中に新規隊員を

　

２名募集する予定であったが、採用
今後の取組

に至っていないため、今後、本市の地域活力に資するため活動に取り組む隊員を採用する予定である

戦

所　　属 162000 地方創生課 会　計 1 一般会計

科　目 020106 総務費・総務管理費・企画費

事　業 220100 大人

略

の社会塾（熱中小学校）事業費(共通)

人材育成事業を半年（月1回実施）を1クールとして、2クール開催する。人材育成事業の運営主体は民間の一

般社団法人とし、市は補助・助言を行う。

これまでの実施内容や効果を
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基本 的なプ

所　　属 162000

ロ

地方創生課 会　計 1 一

モ

般会計

科　目 0201

ー

02 総務費・総務管理

シ

費・文書広報費

事　業

ョ

040100 広報広聴

ン

事業費(共通)

毎月１

を

日に広報こばやし、１

施 推

５日にお知らせを発行

進

する。

ホームページは

し

、ＣＭＳを利用し運営

ま

する。

広報紙やホーム

す

ページ以外に、LIN

【

E、facebook

方

やTwitter、Y

針

outubeなどを活

】

用し、より効果的に情

４

報を発信す

事業概要 る

策

効

。

市民の情報収集媒体

果

は多様化しているため

的

、各世代に合わせて情

な

報発信を行っていく必

広

要がある。

期間目標

国

報

庫支出金 県支出金 地方

・

債 その他 一般財源 事業

広

費計 （千円）

令和 3

聴

年度実績 0 487 0 9

の

50 14,755 16

１

展

,192

令和 4年度

開

実績 0 504 0 945 15,923 17,372

成果指標名 ホームページの月間平均アクセス数 単位 件

計画 54,000 計画 46,000
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 46,200

実績

－

86,694 実績 66,692

成果指標名 フェイスブックのいいね数 単位 人

計画 3,200 計画 3,300
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 3,400

実績 3,457 実績 3,389

活動指標名 単位

計画 0 計画 0

５

令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度計画 0
実績 0 実績 0

昨年度ＨＰをリニューアルし、生活、観光、プロモーション等さまざまな情報を発信した。また、報道発表や
実　績

各ＳＮＳとメディアミックスにより情報を拡散

　

させた。加えて、新たにＬＩＮＥの運用を開始した。

広報紙、youtube、ＳＮＳ、ワイヤーサービス等複数の発信媒体を活用して市内外へ情報発信できたことによ
理　由

る。

既存のオウンドメディアを含め、新たなに

戦

運用を開始したＬＩＮＥの有効活用と、職員のリテラシー向上を図
今後の取組

り、情報発信を強化する。

略
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